
目
下
、
政
府

は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
普

及
さ
せ
る
た
め

に
躍
起
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
よ
っ
て
所
得
を
把
握
し
、
税

や
社
会
保
険
料
の
徴
収
を
漏
れ

な
く
行
い
、
各
種
支
援
金
や
給

付
金
な
ど
を
無
駄
な
く
送
金
で

き
る
体
制
を
作
り
た
い
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
▼
普
及
さ

せ
る
た
め
に
は
メ
リ
ッ
ト
を
示

す
必
要
が
あ
る
の
で
、
各
種
証

明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
入
手
で
き

た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
利
用
し
た
り
、
運
転
免
許
証

の
役
割
を
付
与
し
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
チ
ケ
ッ
ト
の
転
売
防
止
に

利
用
し
た
り
と
、
取
り
組
み
や

す
い
と
こ
ろ
か
ら
手
を
付
け
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
▼
し

か
し
、
通
信
回
線
で
の
ト
ラ
ブ

ル
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
不
備
に
よ
る

シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
時
へ
の
対

策
、
端
末
機
器
故
障
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
何
も
聞
こ
え
て
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
大
丈
夫
な
の

で
し
ょ
う
か
。
シ
ス
テ
ム
の
ト

ラ
ブ
ル
は
「
想
定
外
」
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
入
り
、
事
前
に
対
応

策
を
準
備
し
な
い
こ
と
が
常
識

な
の
で
し
ょ
う
か
▼
理
解
し
難

い
と
思
う
の
は
私
の
思
考
が
ア
ナ

ロ
グ
で
古
い
か
ら
、
な
の
か
な
。

明
日
が
不
安
で
落
ち
着
か
な
い
今

日
こ
の
頃
で
す
。   

   （
Ｋ
）

謹んで新年のお慶びを申し上げます謹んで新年のお慶びを申し上げます
Anni

versary 2023

年頭所感年頭所感

　20　2017年６月の定期総会で会長を拝命し、６回目の17年６月の定期総会で会長を拝命し、６回目の
年頭所感として新年のご挨拶をさせていただきます。年頭所感として新年のご挨拶をさせていただきます。
　５５年前の年頭所感で本会会員数5277名とご報年前の年頭所感で本会会員数5277名とご報
告し、今年5951名（告し、今年5951名（１１月月１１日現在）と会員数は日現在）と会員数は
順調に増加しております。この会員増には、既順調に増加しております。この会員増には、既
会員の皆様から多くのご紹介があり、この場を会員の皆様から多くのご紹介があり、この場を
借りて先生方のご協力に厚く御礼申し上げま借りて先生方のご協力に厚く御礼申し上げま
す。また、未入会員の皆様におかれましては、す。また、未入会員の皆様におかれましては、
本会へのご入会によって多くのメリットがある本会へのご入会によって多くのメリットがある
と自負しております。今一度、ご入会のご検討と自負しております。今一度、ご入会のご検討
をよろしくお願い申し上げます。をよろしくお願い申し上げます。
　さて、振り返ると22年はさまざまな出来事が　さて、振り返ると22年はさまざまな出来事が
ありました。新型コロナウイルス感染症は、 20ありました。新型コロナウイルス感染症は、 20
年初頭から全世界、日本国民、そして我々歯科年初頭から全世界、日本国民、そして我々歯科
医療機関を苦しめ、今年で医療機関を苦しめ、今年で４４年目に突入しま年目に突入しま
す。22年、年明け早々に、それ以前にないレベす。22年、年明け早々に、それ以前にないレベ
ルの「第ルの「第６６波」となる急激な感染拡大、さらに波」となる急激な感染拡大、さらに
７７月からの「第月からの「第７７波」は感染者が20万人を超え波」は感染者が20万人を超え
る日も多く、日本の新規感染者数がる日も多く、日本の新規感染者数が７７月末から月末から
４４週連続で世界最多とＷＨＯから報告されまし週連続で世界最多とＷＨＯから報告されまし

た。そして、「第た。そして、「第８８波」の中にある現在、全数波」の中にある現在、全数
調査が行われていないため患者数の把握は困難調査が行われていないため患者数の把握は困難
ですが、感染拡大は進んでいます。ですが、感染拡大は進んでいます。
　しかし、この　しかし、この３３年間、歯科医療機関において年間、歯科医療機関において
感染拡大に繋がる大きな問題は報じられておら感染拡大に繋がる大きな問題は報じられておら
ず、歯科医師やスタッフの方々の日々の対応がず、歯科医師やスタッフの方々の日々の対応が
評価されるべきです。対策のための物品費や感評価されるべきです。対策のための物品費や感
染対策に時間を割くスタッフに対する経費染対策に時間を割くスタッフに対する経費
は、残念ながら22年度診療報酬改定の中で十分は、残念ながら22年度診療報酬改定の中で十分
な評価が得られたとは言えません。本会が実施な評価が得られたとは言えません。本会が実施
した会員アンケート結果では、22年度診療報酬した会員アンケート結果では、22年度診療報酬
改定が「良かった」と回答した方は6.5％と少改定が「良かった」と回答した方は6.5％と少
なく、さらに新興感染症の対策としての初・再なく、さらに新興感染症の対策としての初・再
診料の各診料の各３３点引き上げについては「感染対策に点引き上げについては「感染対策に
見合う評価ではない」との回答が93％でした。見合う評価ではない」との回答が93％でした。
次期改定に向けて、本会としてさらに現場の実次期改定に向けて、本会としてさらに現場の実
情を国会議員や厚労省に訴えていきます。情を国会議員や厚労省に訴えていきます。
　オンライン資格確認の原則導入の期限が本年　オンライン資格確認の原則導入の期限が本年
４４月に迫ります。導入の原則義務化に対する会月に迫ります。導入の原則義務化に対する会
員アンケート結果は、78％が「反対」でした。員アンケート結果は、78％が「反対」でした。
会員の声を背景に本会が訴えてきた「原則」の会員の声を背景に本会が訴えてきた「原則」の
撤回、ならびに配慮措置・経過措置については撤回、ならびに配慮措置・経過措置については
昨年末の中医協総会で決定されましたが、様々昨年末の中医協総会で決定されましたが、様々
な理由で導入が困難な医療機関への配慮が必要な理由で導入が困難な医療機関への配慮が必要

であることは引き続き訴えていきます。また、であることは引き続き訴えていきます。また、
10月に開始される「インボイス制度」のほか、10月に開始される「インボイス制度」のほか、
「電子帳簿保存法」「マイナ保険証への一体「電子帳簿保存法」「マイナ保険証への一体
化」「電子カルテの導入」「物価上昇」など、今化」「電子カルテの導入」「物価上昇」など、今
後も数多くの課題が山積しています。後も数多くの課題が山積しています。
　会員の声の大小に関わらず国会議員、行政、　会員の声の大小に関わらず国会議員、行政、
自治体、そしてメディアを通じて国民に伝え、自治体、そしてメディアを通じて国民に伝え、
歯科医療の改善の力となれるよう、引き続き活歯科医療の改善の力となれるよう、引き続き活
動して参ります。また、今後も会員の皆様の声動して参ります。また、今後も会員の皆様の声
を集めるため、アンケートをはじめ、各種調査を集めるため、アンケートをはじめ、各種調査
を行いますので、その際はご協力賜りますようを行いますので、その際はご協力賜りますよう
お願い申し上げます。お願い申し上げます。
　そして、本年は本会　そして、本年は本会
設立50周年を迎えます。設立50周年を迎えます。
今後も倍旧のご支援を今後も倍旧のご支援を
よろしくお願いいたしよろしくお願いいたし
ます。ます。

 　　　　 会長 　　　　 会長

　　　 　　　　 　坪田有史坪田有史
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12
月
5
日
、
岸
田
首
相
は
、
防
衛
費
を
５

年
間
で
総
額
43
兆
円
と
す
る
よ
う
指
示
し
ま

し
た
。
現
行
の
防
衛
費
予
算
を
倍
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
相
手
国
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

拠
点
を
た
た
く
反
撃
能
力
の
整
備
な
ど
に
あ

て
る
と
し
て
い
ま
す
。
専
守
防
衛
を
国
是
と

し
て
き
た
日
本
が
、
相
手
国
を
射
程
範
囲
に

含
め
る
戦
力
を
保
持
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
相
手
国
に
脅
威
を
与
え
、
ひ
い
て
は
果

て
し
な
い
軍
拡
競
争
に
突
入
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
防
衛
費
増
額
の
財
源
は
、
歳
出
改
革
や
剰

余
金
、
税
外
収
入
の
活
用
、
税
制
措
置
な
ど

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
実
際
に
政
府
の
有
識
者

会
議
で
は
財
源
の
一
つ
に
国
立
病
院
機
構
と

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
の
積
立
金
合
わ
せ

て
約
１
千
500
億
円
の
早
期
返
納
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
歳
出
の
削
減
で
は
医
療
費
や
社
会
保

障
関
連
費
用
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
民
党
幹
部
か
ら
は
「
社
会
保
障
の
水
準

を
切
り
下
げ
も
議
論
」
と
い
う
意
見
も
出
て

い
ま
す
。
首
相
も
27
年
度
約
１
兆
円
強
の
増

税
を
示
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
予
算
に
あ
て
る
た
め
、
所
得
税
に
上
乗

せ
さ
れ
て
い
る
「
復
興
特
別
所
得
税
」
の
一

部
を
活
用
す
る
案
も
出
て
い
ま
す
。

　
世
界
銀
行
が
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
22
年
９
月
現
在
の
合
計
特
殊
出
生
率
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
は
187
カ
国
中
174
位
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
少
子
化
で
日
本
が
亡
び

　

防
衛
費
で
は
な
く
医
療

・
社
会
保
障
を

　

充
実
さ
せ
平
和
な
日
本
を

て
し
ま
い
ま
す
。
内
閣
府
の
子
育
て
予
算
国

際
比
較
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
２
・
９
％
、
フ
ラ
ン
ス
２
・
８
％
、
イ
ギ

リ
ス
２
・
２
％
、
ド
イ
ツ
１
・
９
％
、
日
本

０
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
衛
費
を
増

や
す
よ
り
、
少
子
化
対
策
や
医
療
・
社
会
保

障
の
改
善
が
急
務
で
す
。
今
が
岐
路
の
時
で

す
。
私
た
ち
の
医
療
や
社
会
保
障
を
守
る
運

動
は
本
当
の
意
味
で
「
国
を
守
る
」
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
は
命
と
健
康
を
守

る
医
療
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

戦
争
に
反
対
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
憲
法
を

守
り
、
社
会
保
障
の
充
実
、
平
和
な
日
本
を

目
指
す
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
２
年
12
月
14
日

　
反
核
平
和
担
当
理
事　
矢
野 

正
明

関
ブ
ロ 

要
望
書
提
出

　
12
月
20
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
原
則
義
務

化
に
つ
い
て
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

の
構
成
全
９
協
会
の
会
長
・
理

事
長
に
よ
る
連
名
の
共
同
要
望

書
を
、厚
労
相
、デ
ジ
タ
ル
相
、

中
医
協
事
務
局
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
本
部
に
提
出
し
た
。

　
政
府
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
を
23
年
４
月
か
ら

義
務
化
す
る
こ
と
を
発
表
し
て

以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講

じ
て
き
た
。し
か
し
、原
則
と
し

て
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
対
し

12
月
21
日
、
23
日
に
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
（
以
下
、

「
中
医
協
」）
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

（
以
下
、「
オ
ン
資
」）
の
原
則

義
務
化
に
つ
い
て
、
２
０
２
３

年
３
月
末
ま
で
に
シ
ス
テ
ム
導

入
が
完
了
し
な
い
保
険
医
療
機

関
等
の「
や
む
を
得
な
い
事
情
」

の
経
過
措
置
と
診
療
報
酬
上
の

評
価
が
決
定
さ
れ
た
。

21
日
の
総
会
に
は
、
12
月
11

日
時
点
の
オ
ン
資
の
運
用
が
可

能
な
施
設
数
は
義
務
化
対
象
施

設
（
手
書
き
レ
セ
プ
ト
請
求
医

療
機
関
を
除
く
）
に
対
し
て
41

・
０
％
と
低
調
で
あ
り
、
当
初

の
導
入
目
標
に
達
し
な
い
こ
と

か
ら
、
期
限
付
き
の
経
過
措
置

を
設
け
る
こ
と
が
諮
問
さ
れ
て

い
た
。

そ
の
後
、
23
日
の
答
申
で

は
、「
や
む
を
得
な
い
事
情
」

の
６
項
目
と
そ
の
期
限
が
示
さ

れ
た
（
表
１
参
照
）。
具
体
的

な
経
過
措
置
と
し
て
、
23
年
２

月
末
ま
で
に
ベ
ン
ダ
ー
と
契
約

締
結
し
た
が
、
導
入
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
整
備
が
未
完
了
の
保

険
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
シ
ス

表１：原則義務化の経過措置 2022年12月23日中医協総会答申資料より

やむを得ない事情やむを得ない事情 期限期限

⑴2023年２月末までにベンダーと契約締
結したが、導入に必要なシステム整備
が未完了の保険医療機関、薬局（シス
テム整備中）

システム整備が完了する日まで 
（遅くとも2023年９月まで）

※医療情報化支援基金による補助の拡充措置
は、 2023年9月末事業完了まで継続

⑵オン資に接続可能な光回線のネットワ
ーク環境が整備されていない保険医療
機関、薬局（ネットワーク環境事情）

オン資に接続可能な光回線のネットワークが
整備されてから６ヶ月後まで
※医療情報化支援基金による補助の拡充措置

は、 2024年3月末事業完了まで継続

⑶訪問診療のみを提供する保険医療機関
訪問診療のオン資 （居宅同意取得型） の
運用開始 （2024年４月） まで
※訪問診療等におけるオン資の導入に係る財政

支援は、 2024年3月末補助交付まで実施

⑷改築工事中、臨時施設の保険医療機
関、薬局

改築工事が完了するまで
臨時施設が終了するまで
※2023年2月末までに契約し、 2023年9月末

までに事業完了の場合には、 医療情報化支
援基金による補助の拡充措置の対象

⑸廃止・休止に関する計画を定めている
保険医療機関、薬局

廃止 ・ 休止まで （遅くとも2024年秋まで）
※2023年２月末までに契約し、 2023年9月末

までに事業完了の場合には、 医療情報化支
援基金による補助の拡充措置の対象

⑹その他特に困難な事情がある保険医療
機関・薬局

※例外措置または⑴～⑸の類型と同視で
きるか個別判断

特に困難な事情が解消されるまで
※2023年２月末までに契約し、 2023年9月末

までに事業完了の場合には、 医療情報化支
援基金による補助の拡充措置の対象

経
過
措
置 

示
さ
れ
る

テ
ム
整
備
が
完
了
す
る
日
ま
で

（
遅
く
と
も
23
年
９
月
ま
で
）を

対
象
と
し
た
。

ま
た
、
光
回
線
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
場
合
や
訪
問
診
療
の
み
を
提

供
す
る
場
合
、
保
険
医
療
機
関

を
廃
止
・
休
止
す
る
計
画
を
定

め
て
い
る
場
合
な
ど
も
対
象
と

し
た
。
そ
の
他
、
特
に
困
難
な

事
情
が
あ
る
場
合
と
し
て
、「
自

然
災
害
等
に
よ
り
、
継
続
的
に

導
入
が
困
難
と
な
る
場
合
」「
高

齢
の
医
師
等
で
レ
セ
プ
ト
の
取

扱
件
数
が
少
な
い
場
合
（
目
安

と
し
て
、
23
年
４
月
時
点
で
常

勤
の
医
師
等
が
高
齢
で
、
月
平

均
レ
セ
プ
ト
件
数
が
50
件
以

下
）」「
そ
の
他
例
外
措
置
な
ど

と
同
視
で
き
る
特
に
困
難
な
事

情
が
あ
る
場
合
」
が
例
示
さ
れ

た
。
経
過
措
置
に
は
、
23
年
３

月
末
ま
で
に
厚
生
局
へ
の
届
出

（
改
修
完
了
予
定
月
を
含
む
）

を
義
務
と
し
た
。
な
お
、
補
助

金
（
医
療
情
報
化
支
援
基
金
）

の
対
象
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

診
療
報
酬
上
の
評
価
と
し
て

は
、「
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム

基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
」
に

関
し
て
、
厚
労
大
臣
と
財
務
大

臣
に
よ
る
大
臣
折
衝
が
行
わ

れ
、
オ
ン
資
の
導
入
・
普
及
の

徹
底
の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
利
用
し
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
23
年
４
月
か
ら
12
月
末

ま
で
の
特
例
で
再
診
時
に
２
点

の
加
算
を
設
け
る
と
と
も
に
、

初
診
時
は
４
点
か
ら
６
点
に
引

き
上
げ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た

（
表
２
参
照
）。

連
合
委
員
の
間
宮
清
氏
か
ら

は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
参

し
な
い
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
的
に

料
金
が
高
く
な
る
の
は
納
得
で

き
な
い
」と
疑
義
が
出
さ
れ
た
。

表２
現在の健康保険証 現行 23年４月～ 12月

初診時 ４点 ６点

再診時  ０点 ２点

マイナ保険証 現行 23年４月～ 12月

初診時 ２点 ２点

再診時 ０点 ０点

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
経
過
措
置
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
は
、
導
入
で
き

な
い
事
情
を
抱
え
て
い
た
歯
科

医
療
機
関
に
と
っ
て
は
ひ
と
つ

の
安
心
材
料
で
あ
る
。
し
か

し
、
あ
く
ま
で
も
経
過
措
置
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
全
保

険
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た
導

入
義
務
化
の
強
硬
姿
勢
は
崩
し

て
い
な
い
。
経
過
措
置
の
期
間

だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
歯
科

医
療
機
関
も
あ
り
、今
後
も
国

に
対
し
て
、〝
原
則
義
務
化
〟撤
回

を
求
め
続
け
て
い
く
必
要
が
あ

る
。一

方
で
、
導
入
し
た
医
療
機

関
に
対
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
な
ど
の
費
用
補
填
と
し

て
、
10
月
よ
り
マ
イ
ナ
保
険
証

利
用
の
際
に
初
診
時
の
加
算
が

始
ま
っ
た
が
、
今
回
の
中
医
協

で
は
、
さ
ら
に
現
行
の
健
康
保

険
証
の
患
者
に
対
し
、
初
・
再

診
料
に
加
算
す
る
案
が
示
さ
れ

た
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
普
及
さ

せ
る
目
的
で
、
診
療
報
酬
を
改

定
し
、
患
者
負
担
増
を
行
っ
て

よ
い
も
の
な
の
か
。
政
府
は
24

年
秋
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
事
実

上
義
務
化
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
現
行
の
保
険
証
が
な
く
な

れ
ば
、
患
者
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
を
常
時
携
帯
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
の

不
安
は
大
き
い
。

医
療
Ｄ
Ｘ
化
は
本
来
、
安
心
安

全
の
医
療
の
た
め
に
行
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
、
す
べ
て
の
保
険
医
療

機
関
・
国
民
に
負
担
を
強
い
る
も

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
６
項
目
と
期
限

中
医
協 

12
・
23

オ
ン
資
シ
ス
テ
ム

オ
ン
資
シ
ス
テ
ム  

４４
月
開
始
間
に
合
わ
ず

月
開
始
間
に
合
わ
ず

て
、①
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
備

え
、②
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る

資
格
確
認
作
業
を
求
め
る
と
い

う
、い
わ
ゆ
る
「
義
務
化
」
を

計
画
通
り
に
施
行
す
る
こ
と
は

明
ら
か
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
民
皆
保
険
制

度
に
お
け
る
資
格
確
認
手
続
き

の
方
法
の
大
変
革
を
推
進
す
る

政
府
に
対
し
て
、
責
任
あ
る
対

応
を
求
め
る
も
の
と
し
て
、
要

望
書
「
１
人
の
閉
院
・
廃
業
者

も
出
さ
な
い
よ
う
要
望
い
た
し

ま
す
」
を
提
出
し
た
。

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
今
回

の
経
過
措
置
の
設
定
は
政
府
の
強

引
な
導
入
〝
義
務
化
〟
に
対
す
る

開
業
医
の
切
実
な
声
が
反
映
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
。

協
会
は
、
今
後
も
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
の

〝
原
則
義
務
化
〟
に
つ
い
て
は

撤
回
を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、

導
入
を
行
う
歯
科
医
療
機
関
に

対
し
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ

て
い
く
。
導
入
す
る
、
し
な
い

に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
歯
科

医
療
機
関
が
安
心
し
て
診
療
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を

続
け
て
い
く
。
何
か
不
安
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
協
会
ま
で
ぜ
ひ

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

すべての歯科医療機関がすべての歯科医療機関が

安心して診療できるように安心して診療できるように

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。  

日日  時時：：１月 19 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
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医 院 経 営
と

雇 用 管 理

特集／経営対策シリーズ2022

（2022年11月版）

　３年ぶりに改訂された最新版「医院経営と雇用管理2022年版」完成のお知らせです。パ
ワーハラスメント対策は、セクシュアルハラスメント対策や妊娠･出産･育児休業等に関する
ハラスメント対策とともに事業主の義務になり、対応が求められます。
　その他にも医療機関にも関係の深い「罰則付きの時間外労働の上限規定」「年次有給休暇
５日間の取得義務」、2021年４月から中小企業にも適用となった「パートタイム・有期雇用
労働法」について、日常の医院経営に利用しやすいよう、詳しい解説を加えました。社会保
険の手続きや就業規則のひな形なども掲載しており、実務に沿った内容も網羅しています。
　労務管理にお困りの際にはぜひご活用ください。
ご希望の方は、ＱＲコードからお申込みください。
詳細は、経営管理部（☎03-3205-2999）まで。

　会員１人につき

　１冊まで無料※

　※書籍の到着はお申込み後、1週間程度かかりますので予めご了承ください。

歯科医師 ・写真家として活躍
巻頭写真飾った石原正道氏

本
紙
巻
頭
写
真
を
撮
影
、
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
歯
科
医
師
で
写
真
家

と
し
て
も
活
動
す
る
石
原
正
道
氏
。

「
叢
（
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
）」
は
、

色
鮮
や
か
な
草
た
ち
が
新
年
を
彩
る

印
象
的
な
１
枚
で
あ
っ
た
。

12
月
に
都
内
で
開
か
れ
た
石
原
正

道
写
真
展
「
祈
り
の
系
譜
」
で
は
、

長
崎
県
・
上
五
島
（
現
・
新
上
五

島
）
を
舞
台
に
、
島
の
暮
ら
し
と
と

も
に
生
き
続
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
文
化

を
写
し
出
し
た
。

写
真
家
と
し
て
も
精
力
的
に
活
動

す
る
石
原
氏
。
本
紙
２
０
２
１
年
６

月
号
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て

い
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。

写真展「祈りの系譜」より写真展「祈りの系譜」より

施
設
基
準
の
た
め

の
講
習
会
を
開
催

協
会
は
11
月
20
日
、
歯
初

診
、
外
来
環
、
歯
援
診
、
か
強

診
の
施
設
基
準
に
対
応
し
た

「
第
２
回
施
設
基
準
の
た
め
の

講
習
会
」
を
開
催
し
た
。
４
つ

の
施
設
基
準
を
目
的
に
41
名
、

２
つ
の
施
設
基
準
を
目
的
に
15

名
の
合
計
56
名
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
馬
場
安
彦
副
会

長
か
ら
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予

防
に
資
す
る
継
続
管
理
に
つ
い

て
説
明
。
続
い
て
、
繁
田
雅
弘

氏
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
精

神
医
学
講
座
教
授
）
か
ら
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
や
脳
血

管
性
認
知
症
を
は
じ
め
と
す
る

認
知
症
の
種
類
や
特
徴
、
患
者

の
対
応
上
の
留
意
点
を
解
説
。

さ
ら
に
、
森
元
主
税
理
事
か

ら
は
、
在
宅
医
療
に
お
け
る
医

師
や
看
護
師
、
介
護
職
な
ど
と

の
実
際
の
連
携
方
法
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
最
後
に
、
坂
下
英

明
氏
（
明
海
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
標
準
予
防
策
や
新
興
感
染

症
に
対
す
る
研
修
を
主
題
に
講

義
し
た
。

次
回
開
催
は
今
春
を
予
定
し

て
お
り
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
本
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
案
内
す
る
。
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
１
日
で
４
つ
、
も
し
く
は

２
つ
の
施
設
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
人
気
の
講
習
会
で
、

会
員
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

▶▶
　
撮
影
：
東
京
都
中
央
区
　
臼
井

　
撮
影
：
東
京
都
中
央
区
　
臼
井 

伸
行
（
葛
飾
区
）

伸
行
（
葛
飾
区
）

▶
　
撮
影
：
神
奈
川
県
三
浦
市
　
神
澤

▶
　
撮
影
：
神
奈
川
県
三
浦
市
　
神
澤 

晃
（
杉
並
区
）

晃
（
杉
並
区
）

2023年新春を2023年新春を
飾る投稿写真飾る投稿写真
テーマはテーマは
┏┏未来未来┛┛

▶
　
▶
　
撮
影
：
新
潟
県
湯
沢
町
　
川
本

撮
影
：
新
潟
県
湯
沢
町
　
川
本 

弘
（
足
立
区
）

弘
（
足
立
区
）

干支にちなんで飛躍の年となります様に干支にちなんで飛躍の年となります様に

光の道光の道

▶
　
撮
影
：
富
山
県
立
山
町
　
吉
田

▶
　
撮
影
：
富
山
県
立
山
町
　
吉
田 

真
理
（
武
蔵
野
市
）

真
理
（
武
蔵
野
市
）

躍動躍動

暗闇の先には輝き暗闇の先には輝き

石原正道（いしはら・まさみち）
1942年栃木県宇都宮市生まれ。68年
日本歯科大学卒業、72年同大学大学院
修了、歯学博士。一般社団法人二科会
写真部会員で2017 ～ 20年に理事を務
める。公益社団法人日本写真協会会員、
フォトグループ「こもれび」主宰。

相談室

ITIT近
年
、
患
者
の
診
療
内
容
を

含
む
デ
ー
タ
が
〝
人
質
〞
と
な

り
、
医
療
機
関
が
身
代
金
を
要

求
さ
れ
る
事
件
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
手
口
を
再

確
認
し
、リ
ス
ク
を
避
け
る
「
予

防
的
対
処
」
を
ど
の
よ
う
に
行

う
べ
き
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

「
デ
ー
タ
が
人
質
に
な
る
」

と
は
、
診
療
所
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
に
届
く
詐
欺
メ
ー
ル
を

誤
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
、「
ラ
ン

サ
ム
ウ
ェ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
そ
の
後
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
か
ら
接
続
、
も
し
く
は

内
部
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
に

ア
ク
セ
ス
し
、「
暗
号
化
」
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
は

悪
意
を
持
っ
た
行
為
で
す
の

で
、
暗
号
を
解
く
〝
鍵
〞
が
な

い
と
デ
ー
タ
を
復
元
で
き
ず
、

業
務
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

そ
し
て
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
の

配
布
元
（
犯
人
）
か
ら
は
、
ほ

ど
な
く
暗
号
を
解
除
す
る
た
め

に
多
額
の
仮
想
通
貨
を
支
払
う

よ
う
求
め
る
メ
ー
ル
が
英
文
で

届
く
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
デ
ー

タ
を
人
質
に
し
た
身
代
金
の
要

求
で
す
。

２
０
２
２
年
６
月
に
徳
島
県

の
病
院
で
電
子
カ
ル
テ
な
ど
が

暗
号
化
さ
れ
、
大
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
カ
ル
テ
が
閲
覧
で
き

な
い
と
患
者
に
継
続
し
た
治
療

が
行
え
な
い
ば
か
り
か
、
病
院

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト

製作、運用、コン

サルティングを行

い歯科関連サイト

の運用は常時120

件を数える。

永田 康祐
クレセル株式会社

を
運
営
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

歯
科
医
療
機
関
で
も
同
様
で

す
。
年
々
高
度
化
、
巧
妙
化
す

る
詐
欺
メ
ー
ル
を
多
忙
な
業
務

を
抱
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
誤
っ

て
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
現
実

と
し
て
起
こ
り
得
る
話
で
す

が
、
果
た
し
て
ど
う
す
れ
ば
最

悪
の
事
態
を
防
げ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

ま
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
鉄
則

と
し
て
、「
物
理
的
に
隔
離
し

て
感
染
機
会
を
な
く
す
」
こ
と

が
基
本
で
す
。「
レ
セ
コ
ン
」

と
「
通
常
業
務
」
の
回
線
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
切
り
離
せ
ば
、

仮
に
通
常
業
務
で
ウ
イ
ル
ス
感

染
し
て
も
、
重
要
な
レ
セ
コ

ン
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
を
守
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
重
要
な
デ
ー
タ
を
取
り

扱
う
回
線
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
外
部
メ
デ
ィ

ア
の
使
用
も
禁
止
で
す
。
例
え

ば
院
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
も
う
１
つ
増
や
す
な
ど
、

大
切
な
デ
ー
タ
は
、「
誰
の
手

に
も
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
い

て
お
く
」
こ
と
を
念
頭
に
、
い

ま
一
度
、
診
療
所
の
回
線
状

況
、
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
の
流
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

歯
科
医
療
機
関
に
届
く

企
業
を
騙か

た

っ
た
偽
メ
ー
ル
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ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

謹賀新年謹賀新年
本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます

指針の策定等 体制の確保等 職員・従業者研修 その他

医療安全管理 医療安全指針を策定 医療安全管理委員会の設置※ 年２回程度実施するほか、
必要に応じて実施 事故報告等

院内感染対策 院内感染対策指針を策定 院内感染対策委員会の設置※ 年２回程度実施するほか、
必要に応じて実施

感染症の発生状況の
報告等

医薬品
安全管理 医薬品業務手順書を作成 医薬品安全管理責任者の配置 必要に応じて実施 医薬品安全使用のための

情報収集等
医療機器
安全管理 医療機器保守点検計画を作成 医療機器安全管理責任者の配置 新機器導入時ほか必要に

応じて実施
医療機器安全使用のため
の情報収集等

診療用放射線に
係る安全管理

診療用放射線の安全利用
のための指針を策定

医療放射線安全管理責任者の
配置

放射線診療に従事する者に
対して年１回以上実施 2020年より義務化

※無床診療所においては、当該委員会の設置は任意

経営・税務相談Q＆A  No.400

医療安全・医療安全・

健康診断について健康診断について

Q　医療機関の管理者は、医療安全確保のための
措置をするように医療法で規定されていると聞い
たが、具体的にどのようなことをすればよいか。

AA　具体的には、①医療安全、②院内感染対策、　具体的には、①医療安全、②院内感染対策、
③医薬品安全管理、④医療機器安全管理、⑤診療③医薬品安全管理、④医療機器安全管理、⑤診療
用放射線に係わる安全管理、という５項目の体制用放射線に係わる安全管理、という５項目の体制
の確保が義務付けられています。管理者は医療法の確保が義務付けられています。管理者は医療法
施行規則第６条の10により、医療の安全を確保す施行規則第６条の10により、医療の安全を確保す
るための指針の策定、従業員に対する研修の実施るための指針の策定、従業員に対する研修の実施
をはじめとする医療の安全を確保するための措置をはじめとする医療の安全を確保するための措置
を講じる必要があります。また、医療法施行規則を講じる必要があります。また、医療法施行規則
第１条の11により、職員・従業員の研修、事故報第１条の11により、職員・従業員の研修、事故報
告、情報収集なども行わなければいけません告、情報収集なども行わなければいけません（下（下
表を参照）表を参照）。。

Q　前述の５項目に係わる安全管理のための職員
研修は事務担当の職員も対象になるか。

A　「医療安全」のための職員研修については、すA　「医療安全」のための職員研修については、す
べての職員が対象となります。「院内感染対策」べての職員が対象となります。「院内感染対策」
の職員研修は院内感染対策業務に関わる職員であの職員研修は院内感染対策業務に関わる職員であ
れば事務担当も対象となります。「医療安全」「院れば事務担当も対象となります。「医療安全」「院
内感染対策」のための職員研修は併せて行っても内感染対策」のための職員研修は併せて行っても
問題ありません。また、医療安全に係る研修につ問題ありません。また、医療安全に係る研修につ
いては外部の研修での代用が認められています。いては外部の研修での代用が認められています。
「医薬品安全使用」「医療機器安全管理」「診療用「医薬品安全使用」「医療機器安全管理」「診療用

Q　従業員が健康診断を受診することは義務づけ
られているか。

A　労働安全衛生法により、従業員に対し、雇い入A　労働安全衛生法により、従業員に対し、雇い入
れ時の健康診断、１年に１回の定期健康診断を実施れ時の健康診断、１年に１回の定期健康診断を実施
しなければなりません。パートやアルバイトも通常しなければなりません。パートやアルバイトも通常
の職員の１週間の所定労働時間の４分の３以上勤務の職員の１週間の所定労働時間の４分の３以上勤務
していれば、健康診断を受診してもらう必要がありしていれば、健康診断を受診してもらう必要があり
ます。なお、事業主については、健康診断の受診義ます。なお、事業主については、健康診断の受診義
務はありません。また、実施費用は一般的に事業主務はありません。また、実施費用は一般的に事業主
の負担とすることが多いです。さらに、医療機関での負担とすることが多いです。さらに、医療機関で
は年１回の定期結核健診の実施、ならびに保健所へは年１回の定期結核健診の実施、ならびに保健所へ
の報告が義務付けられており、対象者も管理者を含の報告が義務付けられており、対象者も管理者を含
む従業者全員であるため、注意が必要です。また、む従業者全員であるため、注意が必要です。また、
エックス線等を拒否する従業員については、その旨エックス線等を拒否する従業員については、その旨
を記録します。そのほか、事業主として従業員の労を記録します。そのほか、事業主として従業員の労
働時間の状況を客観的に把握することも義務付けら働時間の状況を客観的に把握することも義務付けら
れています。その背景には、適切な勤怠管理、労務れています。その背景には、適切な勤怠管理、労務
管理を行うことで従業員の長時間労働や過重労働を管理を行うことで従業員の長時間労働や過重労働を
防ぎ、従業員の適正な健康管理と安全な就業環境の防ぎ、従業員の適正な健康管理と安全な就業環境の
提供が求められている状況があります。提供が求められている状況があります。
　快適な職場環境であること、職員が心身ともに　快適な職場環境であること、職員が心身ともに

　糖尿病専門医と歯周病専門医の両者の立場から実際の症例を交えて、医
科と歯科の連携の必要性をご講演いただく予定です。Zoomウェビナーと
会場のハイブリット形式で開催します。申込方法等の詳細は、協会ホーム
ページをご確認ください。　　　　　
日　時　３月５日（日）午後２時30分～４時（予定） 
講　師　加藤 光敏 氏（加藤内科クリニック／糖尿病学会専門医／東京保険医協会 理事）
　　　　三辺 正人 氏（文教通り歯科クリニック 院長／歯周病専門医/千葉県保険医協会理事）

　医科歯科連携研究会 2022      
糖尿病と歯周病からみる医科歯科連携の必要性

～医科と歯科の立場から～ （仮）

　今回の地区懇談会は「歯科のデジタル化の今後」をメインテーマで開
催いたします。現時点では不透明な点が少なくない「オンライン資格確
認」ですが、懇談会を開催する３月時点での状況を解説します。また、
本年 10 月に開始される難解な「インボイス制度」は歯科医院にどの程度
必要性があるのかという点に着眼。一方、「電子帳簿保存法」や「電子カ
ルテ」は導入すべきか、などタイムリーな内容を中心に懇談します。先生
方の経営上の悩みごとを解決しませんか？ 
　懇談会ご参加の方には、事前アンケートで具体的に聞きたい点、実際に直
面している悩みごとなどをお聞きします。なお、オンライン資格確認につい
ては、中医協などで今後出される情報など最新の情勢に応じて内容を変更い
たします。そのほかにも気になることがございましたら、事前アンケートに記
載の上、ぜひご参加ください。 

◆城南地区懇談会 
日　時　３月４日（土）午後６時 30 分～８時 30 分（予定） 
会　場　TA Conference 
　　　　（品川区西五反田７－９－５ SGテラス１F・２F） 
交　通　JR・都営地下鉄「五反田駅」より徒歩５分 
　　　　東急池上線「大崎広小路駅」より徒歩３分 
◆城東地区懇談会 
日　時　３月 18 日（土）午後６時 30 分～８時 30 分（予定） 
会　場　北千住シアター1010 視聴覚室 
　　　　  （足立区千住３-92 千住ミルディスⅠ番館 11F） 
交　通　JR・東京メトロ・東武鉄道「北千住駅」４番出口直結 
◆多摩地区懇談会 
日　時　３月下旬予定（※詳細は協会ホームページ、また本紙２月号に掲載予定）

定　員　各回 20 名程度 
対象者　会員本人のみ 
参加費　無料（当日は受付にて会員証をご提示ください） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
 お問い合わせは、協会組織部まで（☎ 03-3205-2999）。

　2022 年度 第２回会員地区懇談会 　
～歯科のデジタル化はどうなる！？

オンライン資格確認の現状と機能の解説や導入後の問題点

インボイス制度や電子帳簿保存法の必要性など～ （仮）

予約フォーム

放射線に係わる安全管理」のための職員研修は、放射線に係わる安全管理」のための職員研修は、
実際に業務で取り扱わない職員は対象外です。実際に業務で取り扱わない職員は対象外です。

東京歯科保険医協会では、会員の先生向けに、「サンリオピューロランド」「フジヤマ倶楽部」「リソルの
森」など、各種優待サービスをご案内しております。ご希望の方は、右のQRコードよりアクセスし、必
要事項を明記の上、お申し込みください。

会員優待

健やかな状態で
業務に従事でき
ることは、健康
な職場づくりに
大切なことです
ので、いま一度、
対応できている
かかご確認くださ
い。い。

健やかな状態で健やかな状態で
業務に従事でき業務に従事でき
ることは、健康ることは、健康
な職場づくりにな職場づくりに
大切なことです大切なことです
ので、いま一度、ので、いま一度、
対応できている対応できている
ご確認くださご確認くださ

明治安田生命保険相互会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１
ＴＥＬ０３－６２５９―００３４ 

ｗｗｗ.ｍｅｉｊｉｙａｓｕｄａ.ｃｏ.ｊｐ 

明治安田生命保険相互会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１
ＴＥＬ０３－６２５９―００３４ 

ｗｗｗ.ｍｅｉｊｉｙａｓｕｄａ.ｃｏ.ｊｐ 
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

FLEXシリーズに電子カルテが新登場

研究会 ・ 行事のご案内研究会 ・ 行事のご案内

　歯初診の研修の「院内感染防止対策講習会」をZoomウェビナーにて開催いたします。WEB開　歯初診の研修の「院内感染防止対策講習会」をZoomウェビナーにて開催いたします。WEB開
催分は、開催日の前月中旬頃より予約を開始します。予約はデンタルブック内で行いますので、参加催分は、開催日の前月中旬頃より予約を開始します。予約はデンタルブック内で行いますので、参加
希望の先生は事前に登録をお願いします。 希望の先生は事前に登録をお願いします。 
　また、本講習会は視聴後に確認テストを行い、合格した方に修了証をメールにてお送りする予　また、本講習会は視聴後に確認テストを行い、合格した方に修了証をメールにてお送りする予
定です。途中参加、途中退室は受講修了とはみなされませんのでご注意ください。なお、会場定です。途中参加、途中退室は受講修了とはみなされませんのでご注意ください。なお、会場
参加希望者はQRコードもしくはお電話にてお申し込みください。参加希望者はQRコードもしくはお電話にてお申し込みください。

日　時　▼WEB開催（時間はいずれも午後７時～８時） 日　時　▼WEB開催（時間はいずれも午後７時～８時） 
  第 1 1 回：１月 19 日（木）（予約受付中）   第 1 1 回：１月 19 日（木）（予約受付中） 
  第 1 3 回：１月 30 日（月）（予約受付中）   第 1 3 回：１月 30 日（月）（予約受付中） 
  第 1 4 回：２月 17 日（金）（１月 20 日予約開始予定）   第 1 4 回：２月 17 日（金）（１月 20 日予約開始予定） 
  第 1 6 回：２月 28 日（火）（１月 20 日予約開始予定）   第 1 6 回：２月 28 日（火）（１月 20 日予約開始予定） 
  第 1 7 回：３月 22 日（水）（２月 17 日予約開始予定）   第 1 7 回：３月 22 日（水）（２月 17 日予約開始予定） 
  第 1 9 回：３月 30 日（木）（２月 17 日予約開始予定）   第 1 9 回：３月 30 日（木）（２月 17 日予約開始予定） 
　　　　▼会場開催（時間はいずれも午後７時～８時） 　　　　▼会場開催（時間はいずれも午後７時～８時） 
   第 1 2 回：１月 19 日（木）（予約受付中）    第 1 2 回：１月 19 日（木）（予約受付中） 
   第 1 5 回：２月 17 日（金）（予約受付中）    第 1 5 回：２月 17 日（金）（予約受付中） 
   第 1 8 回：３月 22 日（水）（予約受付中）    第 1 8 回：３月 22 日（水）（予約受付中） 
   第 2 0 回：３月 30 日（木）（予約受付中）    第 2 0 回：３月 30 日（木）（予約受付中） 
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長） 講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長） 
会　場　WEB開催：Zoomウェビナー 会　場　WEB開催：Zoomウェビナー 
　　　　会場開催：東京歯科保険医協会会議室 　　　　会場開催：東京歯科保険医協会会議室 
 （新宿区高田馬場１－ 29 －８ いちご高田馬場ビル６階）  （新宿区高田馬場１－ 29 －８ いちご高田馬場ビル６階） 
交　通　JR山手線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分 交　通　JR山手線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分 
形　式　Zoomウェビナー／会場にて録画上映 形　式　Zoomウェビナー／会場にて録画上映 
定　員　（WEB開催）各回 500 名、（会場開催）各回 20 名 定　員　（WEB開催）各回 500 名、（会場開催）各回 20 名 
対象者　会員 対象者　会員 
参加費　１,０００円 参加費　１,０００円 
予　約　WEB開催：デンタルブックに登録の上、予約してください。 予　約　WEB開催：デンタルブックに登録の上、予約してください。 
　　　　会場開催：QRコードからお申し込みください。 　　　　会場開催：QRコードからお申し込みください。 
　　　　　　　　　   ※お電話でも受付中（☎ 03-3205-2999）　　　　　　　　　   ※お電話でも受付中（☎ 03-3205-2999）

※会場参加用
予約フォーム

※WEB参加用
デンタルブックに登録、
ログイン後、お申し込み
画面にお進みください。

　院内感染防止対策講習会院内感染防止対策講習会 （歯初診の研修）　　　　　　　　（歯初診の研修）　　　　 　2022 年 4月まで延期されていた新規個別指導が、5月から再開しています。新規個別指導は、お
おむね 2021 年開業以降の先生が選定されています。新規開業医講習会は新規開業したばかりの先おむね 2021 年開業以降の先生が選定されています。新規開業医講習会は新規開業したばかりの先
生方が日常の保険診療の手順を見直すとともに、来るべき新規個別指導を円滑に進め、クリアする生方が日常の保険診療の手順を見直すとともに、来るべき新規個別指導を円滑に進め、クリアする
ためにも、指導通知が届く前に必ず受講していただきたい講習会です。指導時に必携の持参物や歯ためにも、指導通知が届く前に必ず受講していただきたい講習会です。指導時に必携の持参物や歯
周病治療の流れと補綴の関係など指導時に指摘されやすい事項を丁寧に解説します。周病治療の流れと補綴の関係など指導時に指摘されやすい事項を丁寧に解説します。

日　時　２月 19 日（日）正午～午後５時（予定） 日　時　２月 19 日（日）正午～午後５時（予定） 
講　師　協会講師団 講　師　協会講師団 
会　場　TAP高田馬場（新宿区高田馬場１－ 31 － 18 高田馬場センタービル３階） 会　場　TAP高田馬場（新宿区高田馬場１－ 31 － 18 高田馬場センタービル３階） 
交　通　 JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩約３分  　　　   交　通　 JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩約３分  　　　   
　   東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩約５分 　   東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩約５分 
定　員　50 名 定　員　50 名 
参加費　１３,０００円 参加費　１３,０００円 
予　約　QRコードからお申し込みください。予　約　QRコードからお申し込みください。 予約フォーム

　新規開業医講習会新規開業医講習会　　　　

口腔機能低下の状態は、放置すると要介護や死亡リスクが高まるといわれ、積極的な介入が口腔機能低下の状態は、放置すると要介護や死亡リスクが高まるといわれ、積極的な介入が
求められます。一方で、これらの状態が生じたら、要介護状態に近づいたとも受け取れます。そ求められます。一方で、これらの状態が生じたら、要介護状態に近づいたとも受け取れます。そ
うであるならば、思い切って要介護になることを想定した口腔管理に舵を切るのはどうでしょううであるならば、思い切って要介護になることを想定した口腔管理に舵を切るのはどうでしょう
か？今後、歯科疾患の発症や重症化が加速することが予想されるため、メインテナンス間隔を短か？今後、歯科疾患の発症や重症化が加速することが予想されるため、メインテナンス間隔を短
くすべきであるし、抜歯を必要とする歯はなるべく早く抜歯をしたほうが良いのです。 くすべきであるし、抜歯を必要とする歯はなるべく早く抜歯をしたほうが良いのです。 
　なぜなら、次、その患者さんに会う時は枕元（訪問診療）かもしれないから。このように考え　なぜなら、次、その患者さんに会う時は枕元（訪問診療）かもしれないから。このように考え
ると、口腔機能低下の違った景色が見えてくるでしょう。（講師より）ると、口腔機能低下の違った景色が見えてくるでしょう。（講師より）

日　時　２月 20 日（月）午後７時～９時 日　時　２月 20 日（月）午後７時～９時 
講　師　菊谷 武 氏（日本歯科大学 教授／口腔リハビリテーション多摩クリニック 院長） 講　師　菊谷 武 氏（日本歯科大学 教授／口腔リハビリテーション多摩クリニック 院長） 
会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 
定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 
対象者　会員とそのスタッフ 対象者　会員とそのスタッフ 
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円） 参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

　地域医療研究会地域医療研究会
「外来と在宅をつなぐ道しるべ」　　　

～なにをどこまでやって、 訪問診療につなぐのか？～

予約フォーム

医学の発展により、平均寿命はもちろん、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生
活できる健康寿命も延伸しています。しかし、その中にはさまざまな合併疾患を治療中の患者も
少なくありません。 
　本講演では、その中でも総合医療管理加算（総医）の対象となる糖尿病患者、HIV患者、骨
吸収抑制薬投与中患者、感染性心内膜炎のハイリスク患者、関節リウマチ患者、抗血栓療法中患
者の６疾患に焦点を当て、歯科治療における注意点や管理方法、医科からの診療情報の活かし方
などについて学んでいきたいと思います。（講師より）

日　時　２月 16 日（木）午後７時～９時 
講　師　丸岡 豊 氏（国立国際医療研究センター病院 副病院長／同病院 歯科・口腔外科 診療科長） 
会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 
定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 
対象者　会員とそのスタッフ 
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円） 
予　約　QRコードからお申し込みください。 
　　　　※協会ホームページからもお申し込みいただけます。 予約フォーム

　第３回学術研究会
「いわゆる有病者、 全身疾患を持つ患者をどう診ていくか？」　　 　

～健康寿命延伸社会において起こりうるリスクに備えるために～

1998 年頃から社会問題化され続けた医療過誤、および医療訴訟において、変
化の兆しが現れてきました。医療過誤を理由とする医療訴訟提起数は減少し、
裁判における論点も変化しています。一方で、威圧的な態度をとる患者さん等
とのトラブルが増加しています。そこで、その対応について具体的な事例を交
え解説します。また、2019 年 12 月に厚生労働省から出された応召義務に関す
る新たな通達について、患者対応という観点から考察していきます。（講師より）

日　時　３月２日（木）午後７時～９時（予定） 
講　師　林田 丞太 氏（神奈川歯科大学総合教育部 教授） 
会　場　Zoomウェビナー、東京歯科保険医協会会議室 
定　員　Zoomウェビナー＋協会会議室：18 名（先着順） 
対象者　会員とそのスタッフ 
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１,０００円） 
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　 ※協会ホームページからもお申し込みいただけます。

　医事相談研究会
最近の医療訴訟、 医療トラブルについて

予約フォーム
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縁
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去
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と
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す
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時
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と
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恵
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重
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ボ
ッ
ク
ス
（
ド
イ
ツ

語
で
は
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ッ
ペ
＝B

ab
y
klap

p
e

）

を
視
察
し
た
こ
と
が
、「
ゆ
り
か
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を
つ

く
っ
た
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っ
か
け
で
す
。
熊
本
県
内
で
赤

ち
ゃ
ん
の
殺
人
・
遺
棄
事
件
が
発
生
し
、

そ
の
報
道
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と

で
、
日
本
で
も
親
が
育
て
ら
れ
な
い
子
ど

も
を
匿
名
で
受
け
入
れ
る
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク

ス
が
必
要
だ
と
痛
感
し
、「
ゆ
り
か
ご
」
を

設
置
す
る
こ
と
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

「
ゆ
り
か
ご
」
は
匿
名
で
赤
ち
ゃ
ん
を
受

け
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
当
院
で
は
07
年

５
月
に
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
161

名
の
赤
ち
ゃ
ん
を
受
け
入
れ
、
保
護
し
て

い
ま
す
。

　
匿
名
で
預
け
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
す
ぐ

保
護
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
、
365
日
24
時

間
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。「
ゆ
り
か
ご
」

に
赤
ち
ゃ
ん
が
預
け
入
れ
ら
れ
る
と
院
内

に
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
ま
す
。
１
分
以
内
に

看
護
師
と
助
産
師
な
ど
４
名
の
職
員
が
駆

け
つ
け
、
赤
ち
ゃ
ん
を
預
け
入
れ
た
方
が

現
場
に
残
っ
て
い
な
い
か
、
周
囲
を
職
員

が
見
回
り
、
そ
れ
と
同
時
に
児
童
相
談
所

（
以
下
「
児
相
」）
と
警
察
に
通
報
し
、
事
件

性
や
虐
待
の
痕
跡
が
な
い
か
、
ま
た
、
児

相
で
健
康
状
態
に
問
題
が
な
い
か
確
認
し

ま
す
。
そ
の
場
に
預
け
入
れ
た
方
が
い
れ

ば
、
私
が
面
会
を
し
て
預
け
入
れ
へ
の
意

向
を
確
認
し
、
そ
れ
を
経
て
赤
ち
ゃ
ん
は

児
相
の
保
護
下
に
入
り
、
１
〜
２
週
間
程

度
で
乳
児
院
へ
移
り
ま
す
。
身
元
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
１
人
戸
籍

は
98
床
の
中
小
病
院
で
、
年
間
２
千
500
万

円
の
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
寄
付
や
公
的

援
助
が
な
い
場
合
で
も
、
当
院
が
安
定
し

た
運
営
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
も
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
電
話
相
談
を
受
け
る
相
談
員
と
は
、

ど
の
よ
う
な
存
在
で
し
ょ
う
か
。

　
相
談
員
の
業
務
は
非
常
に
重
要
な
位
置

づ
け
で
す
。
年
々
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て

お
り
、
今
で
は
年
間
６
千
件
ほ
ど
の
電
話

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
通
話
中
に
電
話

が
切
れ
て
し
ま
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親

の
い
の
ち
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
談
員
に
は
、

孤
立
し
た
妊
婦
に
寄
り
添
い
慰
め
る
だ
け

な
く
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も
冷
静
な
判
断

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

〝
国
内
唯
一
の
受
入
先
〞

そ
の
問
題
点

―
「
ゆ
り
か
ご
」
が
国
内
に
１
つ
し
か
な

い
こ
と
の
問
題
点
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
東
京
で
も
ベ
ビ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す

る
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
法
制
度
の
整
備

が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
未
だ
当
院
一
カ

所
で
全
国
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
受
け
入
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
新
生
児
は
生
後
20

日
ま
で
飛
行
機
に
搭
乗
で
き
な
い
の
で
、

預
け
入
れ
た
い
場
合
に
は
、
遠
方
か
ら
新

幹
線
で
長
時
間
移
動
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
仮
の
話
で
す
が
、
母
親
の
女
性
も

出
産
に
伴
う
出
血
で
貧
血
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
移
動
に
は
危
険
が
伴
う
の

で
す
。

　
そ
れ
で
も
「
赤
ち
ゃ
ん
を
預
け
に
行
き

た
い
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
」
と
電

話
や
メ
ー
ル
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
そ
の
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場
合
は
当
院
か
ら
今
い
る
地
域
を
聞
き
出

し
て
、
そ
の
地
域
の
周
辺
で
受
け
入
れ
可

能
な
分
娩
施
設
を
探
し
た
り
、
低
血
糖
防

止
の
た
め
に
赤
ち
ゃ
ん
に
ミ
ル
ク
や
砂
糖

水
を
飲
ま
せ
る
よ
う
に
指
示
し
た
り
、
状

況
に
よ
っ
て
は
私
と
職
員
で
熊
本
か
ら
産

着
と
哺
乳
瓶
な
ど
必
要
な
物
を
持
っ
て
迎

え
に
行
こ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
活
動
を
望
ま
な
い
妊

娠
に
直
面
す
る
人
や
、
罪
の
な
い
赤
ち
ゃ

ん
の
い
の
ち
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
公
的
な

制
度
で
は
な
い
た
め
、
問
題
が
起
き
れ
ば

医
療
機
関
側
が
責
任
を
問
わ
れ
、
こ
の
活

動
も
す
ぐ
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
母
子
の
い
の
ち
が
守
れ
る
な
ら

ば
、
費
用
が
多
少
か
さ
む
こ
と
は
致
し
方

な
い
」
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
と
い
う

覚
悟
、
そ
し
て
責
任
が
原
動
力
で
す
。

―
新
生
児
の
殺
人
・
遺
棄
事
件
の
裁
判
に

関
わ
っ
て
見
え
て
き
た
こ
と
は
。

　
「
ゆ
り
か
ご
」
に
預
け
入
れ
る
こ
と
な

く
、
事
件
に
な
っ
た
人
た
ち
の
声
を
直
接

聞
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
多
く
の
新
生

児
の
遺
棄
・
殺
人
事
件
に
関
す
る
裁
判
を

傍
聴
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
ゆ
り
か
ご
」

に
残
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
す
で
に
亡
く
な

っ
て
い
れ
ば
死
体
遺
棄
事
件
と
し
て
裁
判

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
７
件
の
公
判
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
手
足
や
顔
が
動
物
か
何
か
に

食
い
ち
ぎ
ら
れ
顔
が
判
別
で
き
な
い
よ
う

な
新
生
児
の
遺
体
や
、
産
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
が
お
風
呂
に
沈
め
ら
れ
て
い
く
シ
ー

ン
、
ま
た
物
を
詰
め
込
み
口
を
塞
が
れ
て

い
く
様
子
な
ど
、
裁
判
資
料
に
は
事
細
か

く
状
況
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ら
の
捜
査
資
料
を
見
る
度

に
、「
こ
の
状
況
を
阻
止
し
な
い
と
い
け
な

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
帰
路

の
飛
行
機
や
新
幹
線
の
中
で
防
止
策
を
考

え
る
の
で
す
。

虐
待
や
境
界
性
の

知
的
・
発
達
障
害

―
こ
れ
ら
の
事
件
の
背
景
に
は
何
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
新
生
児
の
殺
人
・
遺
棄
事
件
に
至
っ
て

し
ま
う
女
性
た
ち
は
、
境
界
性
の
「
知
的

障
害
」「
発
達
障
害
」、
ま
た
は
親
族
か
ら

の
「
虐
待
」
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
「
愛

着
障
害
」
の
い
ず
れ
か
が
当
て
は
ま
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
常
に
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
て
、
妊

娠
す
る
前
か
ら
人
を
信
用
で
き
な
い
状
態

で
、
親
の
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
拠
り
所

も
な
い
中
で
、
望
ま
な
い
妊
娠
に
直
面
す

る
。
そ
し
て
事
件
に
至
る
背
景
も
表
に
出

ず
、
女
性
だ
け
が
報
道
に
晒
さ
れ
、
一
方

的
に
責
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に

も
不
条
理
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
と

精
神
科
医
や
発
達
障
害
の
専
門
家
の
協
力

を
得
て
、
法
廷
で
証
言
台
に
立
ち
、
加
害

者
で
あ
り
被
害
者
で
も
あ
る
女
性
た
ち
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
「
内
密
出
産
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
内
密
出
産
と
は
匿
名
で
分
娩
施
設
に
て

出
産
で
き
る
制
度
で
す
。
ド
イ
ツ
で
14
年

に
内
密
出
産
が
法
制
化
さ
れ
、
熊
本
大
学

准
教
授
の
ト
ビ
ア
ス
・
バ
ウ
ア
ー
氏
が
ド

イ
ツ
の
内
密
出
産
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
ゆ
り
か
ご
」
に
預
け
ら
れ
る
新
生
児
の

場
合
、
自
宅
で
出
産
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

分
娩
の
リ
ス
ク
が
高
い
で
す
。
分
娩
施
設

で
は
緊
急
時
に
帝
王
切
開
に
切
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
自
宅
で
出
産
す
る

場
合
は
そ
れ
が
で
き
ず
、
仮
死
状
態
で
産

ま
れ
、
息
を
吹
き
返
す
こ
と
な
く
亡
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
出
産
に
伴
う
出
血

を
心
配
し
て
、
浴
室
に
駆
け
込
む
途
中
で

産
み
落
と
し
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
ゆ
り
か
ご
」
は
医
療
従
事

者
を
伴
わ
な
い
危
険
な
孤
立
出
産
を
誘
発

し
て
い
る
の
で
、
廃
止
し
て
内
密
出
産
に

切
り
替
え
る
べ
き
と
い
う
論
調
が
起
こ

り
、「
ゆ
り
か
ご
」
を
運
営
す
る
当
院
の
活

動
に
逆
風
が
吹
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
家
族
や
職
場
な
ど
周
囲
に
妊

娠
を
知
ら
れ
た
く
な
い
」「
妊
娠
・
出
産
の

姿
を
晒
し
た
く
な
い
」
と
い
う
女
性
た
ち

が
い
る
こ
と
も
、
受
け
止
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背

景
か
ら
「
ゆ
り
か
ご
」
に
加
え
て
、
内
密

出
産
に
も
取
り
組
も
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

内
密
出
産
が

広
が
ら
な
い
理
由

―
「
内
密
出
産
」
の
難
し
さ
、
導
入
の
障

壁
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
法
的
な
拠
り
所
が
な
い
こ
と
を
始
め
る

場
合
は
、
行
政
へ
の
相
談
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
行
政
は
法
律
の
〝
執

行
人
〞
で
す
。
法
律
に
拠
り
所
が
な
い
と

法
律
に
基
づ
い
た
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
ま
せ
ん
。
当
院
と
し
て
内
密
出
産
の
導

入
に
向
け
て
基
盤
を
整
え
、
メ
デ
ィ
ア
に

発
信
し
、
最
終
的
に
行
政
へ
内
密
出
産
の

必
要
性
を
訴
え
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
内
密
出
産
に
つ
い
て
、
昨
年

あ
た
り
か
ら
少
し
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
、

新
た
な
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
内
密
出
産
を
希
望
し
て
い
る
女
性
た
ち

は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
虐
待
さ
れ
た

経
験
や
境
界
性
の
知
的
・
発
達
障
害
の
い

ず
れ
か
を
持
ち
、
ま
た
人
を
信
用
で
き
な

い
方
が
多
い
で
す
。「
自
分
の
情
報
を
誰
か

に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

妊
娠
、
出
産
を
隠
す
た
め
に
内
密
出
産
に

至
る
の
で
す
。
周
囲
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
「
親
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
ま
で
に

出
産
し
た
い
」「
海
外
旅
行
に
行
く
と
嘘
を

つ
き
２
週
間
の
休
暇
を
も
ら
っ
た
」
と
言

っ
て
来
院
し
、
内
密
出
産
を
相
談
さ
れ
る

方
も
い
ま
す
。

　
過
去
の
内
密
出
産
で
は
、
新
幹
線
で
東

京
を
出
発
し
て
新
大
阪
を
出
る
と
き
に
は

陣
痛
が
始
ま
り
、
当
院
に
着
い
て
１
時
間

の
う
ち
に
出
産
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
通
常

分
娩
で
し
た
が
、
異
常
分
娩
の
際
に
家
族

の
同
意
が
な
い
中
で
帝
王
切
開
な
ど
の
外

科
手
術
を
す
る
場
合
、
医
療
機
関
に
責
任

が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
法
の

整
備
だ
け
で
な
く
、
手
術
の
免
責
事
項
な

ど
、
受
け
入
れ
先
に
安
心
で
き
る
体
制
が

築
け
な
け
れ
ば
、
全
国
に
広
が
ら
ず
、
医

療
機
関
側
の
リ
ス
ク
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

―
行
政
（
厚
生
労
働
省
・
法
務
省
・
熊
本

県
）
の
対
応
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
こ
れ
ま
で
行
政
や
首
長
へ
の
働
き
か
け

で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

指
針
に
は
医
療
機
関
が
母
親
の
名
前
な
ど

の
情
報
を
確
認
・
管
理
す
る
担
当
者
を
定

め
る
こ
と
、
情
報
の
長
期
保
存
、
子
ど
も

が
出
自
を
知
る
権
利
に
配
慮
し
た
開
示
時

期
に
関
す
る
母
親
と
の
同
意
内
容
も
記
録

す
る
な
ど
、
多
く
の
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
機
関

側
は
相
談
体
制
を
準
備
す
る
負
担
が
増

え
、
医
療
機
関
の
善
意
だ
け
で
広
げ
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
目
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
、
ド
イ

ツ
で
は
匿
名
で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
す
る

た
め
法
律
的
に
内
密
出
産
が
明
文
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
日
本
は
一
応
の
形
だ

け
作
っ
て
、
そ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
に
乗
れ

な
い
人
は
無
下
に
さ
れ
、
責
任
や
負
担
は

医
療
機
関
に
任
せ
き
り
と
い
う
非
常
に
脆

弱
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
法
的

な
拠
り
所
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
け
れ

ど
、
ま
ず
は
社
会
基
盤
を
整
え
な
い
と
こ

の
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
と
海
外
で
「
弱
者
に

寄
り
添
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
る
」
と
い
う

考
え
方
が
根
本
的
に
違
う
の
は
、
知
ら
ず

知
ら
ず
に
根
付
い
て
き
た
宗
教
観
や
普
遍

化
し
た
思
考
も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

―
東
京
の
医
療
法
人
で
「
ゆ
り
か
ご
」「
内

密
出
産
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
受
け
入
れ
体

制
を
構
築
す
る
動
き
に
つ
い
て
は
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
母
子
と

預
入
先
ま
で
の
距
離
が
と
て
も
重
要
で
す
。

理
想
と
し
て
は
各
都
道
府
県
に
１
つ
「
ゆ
り

か
ご
」
と
同
様
の
施
設
が
あ
り
、
内
密
出
産

を
受
け
入
れ
る
分
娩
施
設
が
あ
る
と
、
社
会

も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
今
回
の
東
京
で
の
動
き
は
歓
迎

し
て
い
ま
す
。
２
つ
の
法
人
か
ら
協
力
依
頼

を
受
け
て
お
り
、
当
院
と
し
て
も
で
き
る
限

り
応
じ
る
つ
も
り
で
す
。

―
歯
科
医
師
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

　
当
院
の
法
人
は
子
ど
も
食
堂
も
運
営
し

て
い
ま
す
。
歯
科
医
師
の
先
生
も
よ
く
ご

存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
虐
待
を
受
け
て

い
る
家
庭
の
子
ど
も
の
ほ
と
ん
ど
が
虫
歯

で
す
。
乳
歯
だ
け
で
な
く
永
久
歯
も
す
べ

て
虫
歯
に
な
っ
て
い
て
、
施
し
よ
う
の
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
家
庭
内
で
虐
待

さ
れ
、
家
族
関
係
も
希
薄
な
た
め
、
そ
れ

が
口
腔
内
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
見
た
目
や
容
姿
か
ら
は
、
そ
の

悲
惨
さ
が
伝
わ
り
に
く
い
で
す
。
特
に
、

制
服
で
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
他
の
子
と

変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
口
を
見
て
み
る

と
や
は
り
虐
待
さ
れ
て
る
子
は
一
目
で
わ

か
る
と
仰
り
ま
す
。
子
ど
も
食
堂
の
サ
ー

ビ
ス
の
際
に
歯
科
検
診
の
た
め
に
歯
科
医

師
の
先
生
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
、
口
腔
内
の
状
態
を
見
て
、

虐
待
に
い
ち
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

の
が
歯
科
医
師
の
先
生
方
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
虐
待
の
早
期
発
見
に
向
け
、
社
会
や
周

囲
の
大
人
の
気
付
き
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
の
歯
を
見
て
違
和
感
を
覚
え

た
時
に
、
そ
の
こ
と
を
周
り
の
人
に
お
伝

え
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Takeshi　Hasuda

2007年2007年５５月から「こうのとりのゆりかご」（以下「ゆりかご」）を設置し、望まない妊娠に直面する人の赤ちゃんを月から「こうのとりのゆりかご」（以下「ゆりかご」）を設置し、望まない妊娠に直面する人の赤ちゃんを

受け入れてきた熊本市の慈恵病院。理事長兼院長である蓮田健氏は、父である前理事長の故・蓮田太二氏の遺志を受け入れてきた熊本市の慈恵病院。理事長兼院長である蓮田健氏は、父である前理事長の故・蓮田太二氏の遺志を

継ぎ、これまでに161名の赤ちゃんを受け入れ、保護してきた。継ぎ、これまでに161名の赤ちゃんを受け入れ、保護してきた。

「ゆりかご」は国内初、民間病院の試みであり、社会的にも大きく注目されてきた。そして亡き父の取り組みから「ゆりかご」は国内初、民間病院の試みであり、社会的にも大きく注目されてきた。そして亡き父の取り組みから

15年の月日が経過し、「ゆりかご」に加え、新たに母親が匿名のままで出産する「内密出産」に踏み切った。15年の月日が経過し、「ゆりかご」に加え、新たに母親が匿名のままで出産する「内密出産」に踏み切った。

これまでの「ゆりかご」の歩みと、望まない妊娠に直面して「内密出産」を選択せざるを得ない女性の背景をひもこれまでの「ゆりかご」の歩みと、望まない妊娠に直面して「内密出産」を選択せざるを得ない女性の背景をひも

解き、日本の社会基盤の課題と問題点を蓮田健氏に聞いた。解き、日本の社会基盤の課題と問題点を蓮田健氏に聞いた。

「こうのとりのゆりかご」が設置される慈恵病院医療法人聖粒会 慈恵病院  https://j ikei -hp.or.jp/

▼
内
密
出
産
妊
婦
が
医
療
機
関
の
担

妊
婦
が
医
療
機
関
の
担

当
者
だ
け
に
身
元
を
明
か
し
て
出
産
す
る

当
者
だ
け
に
身
元
を
明
か
し
て
出
産
す
る

「
内
密
出
産
」

「
内
密
出
産
」
に
つ
い
て
、
国
は

に
つ
い
て
、
国
は
2222
年年
９９

月
に
初
め
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

月
に
初
め
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

た
。
内
密
出
産
は

た
。
内
密
出
産
は
1919
年
、
熊
本
市
の
慈
恵

年
、
熊
本
市
の
慈
恵

病
院
が
ド
イ
ツ
の
内
密
出
産
を
参
考
に
開

病
院
が
ド
イ
ツ
の
内
密
出
産
を
参
考
に
開

始
し
、
こ
れ
ま
で
に

始
し
、
こ
れ
ま
で
に
７７
人
が
利
用
す
る
。

人
が
利
用
す
る
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
医
療
機
関
が
母
親

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
医
療
機
関
が
母
親

の
名
前
な
ど
の
情
報
を
確
認
・
管
理
す
る

の
名
前
な
ど
の
情
報
を
確
認
・
管
理
す
る

担
当
者
を
定
め
、
情
報
を
長
期
間
保
存
す

担
当
者
を
定
め
、
情
報
を
長
期
間
保
存
す

る
の
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
子
ど
も

る
の
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
子
ど
も

が
出
自
を
知
る
権
利
に
配
慮
し
て
、
開
示

が
出
自
を
知
る
権
利
に
配
慮
し
て
、
開
示

時
期
な
ど
に
関
す
る
母
親
と
の
同
意
内
容

時
期
な
ど
に
関
す
る
母
親
と
の
同
意
内
容

も
記
録
し
、
医
療
機
関
は
子
ど
も
を
要
保

も
記
録
し
、
医
療
機
関
は
子
ど
も
を
要
保

護
児
童
と
し
て
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る

護
児
童
と
し
て
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
身
元
を
明
か
す
よ
う
に
母
親
を
説
得

で
は
身
元
を
明
か
す
よ
う
に
母
親
を
説
得

す
る
役
割
を
医
療
機
関
に
求
め
、
行
政
関

す
る
役
割
を
医
療
機
関
に
求
め
、
行
政
関

係
者
の
同
席
が
望
ま
し
い
と
す
る
な
ど
、

係
者
の
同
席
が
望
ま
し
い
と
す
る
な
ど
、

児
相
や
自
治
体
と
の
煩
雑
な
調
整
を
医
療

児
相
や
自
治
体
と
の
煩
雑
な
調
整
を
医
療

機
関
側
に
負
わ
せ
て
い
る
。
内
密
出
産
の

機
関
側
に
負
わ
せ
て
い
る
。
内
密
出
産
の

法
制
度
に
向
け
、
継
続
し
た
議
論
が
求
め

法
制
度
に
向
け
、
継
続
し
た
議
論
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。

―
最
後
に
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は
。

　
こ
の
活
動
の
中
で
、
私
が
自
分
に
も
言

い
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、「
赤
ち
ゃ

ん
に
責
任
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

母
親
に
も
責
任
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
を

追
求
し
て
し
ま
う
と
責
任
論
に
な
っ
て
し

ま
い
、
女
性
だ
け
が
追
い
詰
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
う
し
た
議
論
に
答

え
を
見
出
す
の
で
は
な
く
、「
赤
ち
ゃ
ん
に

は
罪
も
責
任
も
な
い
の
だ
か
ら
、
み
ん
な

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
自
分
に
も
言
い

聞
か
せ
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（ 7） （ 6）第６３４号 第６３４号２０２３年（令和５年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （毎月１回１日発行）（第三種郵便物認可） ２０２３年（令和５年）１月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
22
年
10
月
号（
第
631
号
）」
よ
り
始
ま
っ
た
本
連
載
。医
師
で
あ

り
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
理
事
で
あ
る
山
本
光
昭
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

適
正
な
レ
セ
プ
ト
請
求
に
向
け
て

５
つ
の
留
意
点

なかがわ・かつひろ 1967 年東
京歯科大学歯学部卒業、77 年桜
田歯科診療所開設、83 年東京歯
科保険医協会理事、昭和大学医
学部医学博士号授与、92 年協会
副会長、03 年協会会長、11 年会
長を辞任し理事に。22 年 6 月理
事を勇退し顧問に就任。

1
歯
管
と
初
・
再
診
料
の
変
更

歯
管
の
初
診
月
の
引
き
下
げ

と
バ
ー
タ
ー
で
初
診
料
の
引
き

上
げ
を
実
施
。
以
前
か
ら
支
払

側
が
問
題
と
し
て
い
る
初
診
時

に
歯
管
を
算
定
し
、
３
カ
月
以

内
に
来
院
が
な
い
患
者
の
割
合

が
50
％
以
上
で
あ
る
歯
科
診
療

所
が
25
％
も
あ
る
こ
と
に
対

し
、「
実
際
に
継
続
管
理
を
行

っ
た
場
合
に
算
定
す
べ
き
」
と

の
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
れ
へ
の

返
答
と
し
て
、
初
診
月
の
歯
管

は
100
点
か
ら
80
点
と
し
、
再
診

月
は
100
点
の
ま
ま
と
す
る
と
と

も
に
初
診
か
ら
２
カ
月
以
内
の

算
定
開
始
の
縛
り
を
な
く

し
、
初
診
か
ら
２
カ
月
以
上
経

っ
て
か
ら
最
初
の
歯
管
を
算
定

し
て
も
良
い
扱
い
と
し
た
。
ま

た
、
初
診
か
ら
６
カ
月
を
超
え

る
継
続
的
な
管
理
に
は
、
か
強

診
の
場
合
120
点
、
か
強
診
以
外

の
場
合
100
点
の
長
期
管
理
加
算

を
認
め
る
と
し
た
。

初
診
料
251
点
↓
261
点
、
再
診

料
51
点
↓
53
点
へ
の
引
き
上
げ

「長期継続管理」と「か強診」

中川 勝洋
東京歯科保険医協会 第３代会長、 協会顧問

協会史を振り返り現在・未来を見つめる ｖｏｌ.６

山本光昭
Mitsuaki Yamamoto

社会保険診療報酬支払基金 理事

やまもと・みつあき 1984年３月、
神戸大学医学部医学科卒業後、
厚生省に入省。横浜市衛生局で
の公衆衛生実務を経て、広島県
福祉保健部健康対策課長、厚生
省健康政策局指導課課長補佐、
同省国立病院部運営企画課課長
補佐、茨城県保健福祉部長、厚
生労働省東京検疫所長、内閣府
参事官（ライフサイエンス担
当）、独立行政法人国立病院機構
本部医療部長、独立行政法人福
祉医療機構審議役、厚生労働省
近畿厚生局長などを歴任し、15
年7月、厚生労働省退職。兵庫県
健康福祉部医監、同県健康福祉
部長、東京都中央区保健所長を
経て、21年４月より現職。

S p e c i a l  S e r i a l N o . ４

今
回
は
、
適
正
な
レ
セ
プ
ト

請
求
に
向
け
て
ご
留
意
い
た
だ

き
た
い
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

1
保
険
診
療
に
は
「
算
定

ル
ー
ル
」
が
存
在
す
る
こ
と

保
険
診
療
に
お
い
て
は
、
療

養
担
当
規
則
、
診
療
報
酬
点
数

表
に
係
る
算
定
告
示
、
留
意
事

項
通
知
、
疑
義
解
釈
資
料
に
示

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
算
定
ル
ー

ル
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
従
う
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
内
容
は
改
定
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
日
頃
よ
り
ご
確

認
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

特
に
、
歯
科
診
療
報
酬
点
数

表
は
、
個
々
の
診
療
行
為
ご
と

に
細
か
い
要
件
に
加
え
て
算
定

単
位
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
算
定
単
位
や
算
定
回
数

は
診
療
行
為
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、「
算
定
ル
ー
ル
」

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
、
例
え

ば
「
１
歯
に
つ
き
」「
１
顎
に

つ
き
」「
１
口
腔
に
つ
き
」「
月

１
回
に
限
り
」
な
ど
の
ル
ー
ル

を
良
く
確
認
し
た
上
で
請
求
す

■ 過去の連載は当会ホームページよりご覧いただけます。  HP：h t tps ://www. tokyo-sk .com/category/rece ip t/

社会保険診療報酬支払基金の概要と審査に係る取組み

に
関
し
て
支
払
側
は
前
回
18
年

改
定
で
十
分
で
は
な
い
か
と
の

意
見
で
あ
っ
た
が
、
歯
科
は
中

医
協
の
調
査
で
も
明
ら
か
な
コ

ス
ト
を
評
価
す
べ
き
と
の
主
張

を
展
開
し
て
い
た
。
19
年
後
半

か
ら
の
欧
米
で
の「
コ
ロ
ナ
禍
」

の
急
拡
大
、
日
本
で
の
感
染
者

の
拡
大
も
あ
り
、
感
染
防
止
対

策
と
し
て
受
け
入
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

２
20
年
改
定
で
の
重
点
は
長
期

継
続
管
理
に
よ
る
重
症
化
予
防

「
①
か
か
り
つ
け
機
能
の
評

価
を
進
め
る
口
腔
機
能
低
下
へ

の
対
応
の
充
実
」「
②
口
腔
疾

患
の
重
症
化
予
防
」「
③
生
活

の
質
に
配
慮
し
た
歯
科
医
療
の

推
進
」に
取
り
組
む
と
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
継
続
管
理
対
象
者

の
拡
大
の
狙
い
で
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
対

象
と
な
ら
な
い
歯
周
病
患
者
へ

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療
（
Ｐ

重
防
）
が
導
入
さ
れ
、
３
カ
月

に
１
回
算
定
で
き
る
と
し
た
。

【
対
象
者
】

①
２
回
目
以
降
の
歯
周
病
検
査

を
終
え
て
い
る
こ
と

②
ポ
ケ
ッ
ト
は
４
㎜
未
満
で
あ
る

多
く
の
部
分
は
正
常
だ
が
、

部
分
的
に
限
局
し
た
炎
症
ま
た

は
Ｂ
Ｏ
Ｐ
を
認
め
る
「
病
状
改

善
」
し
た
状
態
に
対
し
て
、
ス
ケ

ー
リ
ン
グ
・
歯
清
・
Ｐ
基
処
等
を

行
う
。
Ｇ
病
名
も
対
象
だ
が
Ｐ

混
検
の
患
者
は
対
象
外
で
あ
る
。

目
的
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
「
症
状
安

定
」
と
Ｐ
重
防
の
「
病
状
改

善
」
と
で
ほ
と
ん
ど
全
て
の
歯

周
病
患
者
を
カ
バ
ー
す
る
形
で

重
症
化
予
防
を
進
め
る
と
と
も

に
初
診
料
の
繰
り
返
し
を
抑
制

す
る
こ
と
が
目
的
と
思
わ
れ
る
。

３
世
代
別
の
口
腔
機
能
管
理

の
再
編

口
腔
機
能
管
理
・
小
児
口
腔

機
能
管
理
は
歯
管
の
加
算
か
ら

独
立
し
た
管
理
料
と
緩
和
さ
れ

た
。
ま
た
「
特
疾
管
」「
歯
在

管
」「
周
Ⅲ
」
の
点
数
も
引
き
上

げ
、管
理
へ
の
誘
導
を
図
っ
た
。

４
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適

応
を
上
顎
６
番
ま
で
拡
大

18
年
に
下
顎
６
番
に
導
入
さ

れ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
を
上

顎
６
番
ま
で
拡
大
し
メ
タ
ル
フ

リ
ー
の
一
助
と
し
た
が
、
18
年

10
月
以
降
歯
科
を
悩
ま
し
て
い

る
の
は
12
％
金
パ
ラ
の
逆
ザ
ヤ

問
題
で
あ
る
。
19
年
10
月
に
１

グ
ラ
ム
１
千
675
円(

税
込
）
に

改
定
し
た
時
点
で
も
販
売
価
格

と
の
逆
ザ
ヤ
は
460
円
に
達
し
て

い
た
。
こ
の
状
態
は
今
な
お
続

い
て
お
り
、
最
大
１
ｇ
当
た
り

１
千
円
に
達
す
る
と
き
も
あ
っ

た
。
協
会
・
日
本
歯
科
医
師
会

の
粘
り
強
い
運
動
も
あ
り
素
材

の
変
動
率
に
よ
る
改
定
を
１
月

・
４
月
・
７
月
・
10
月
と
年
４

回
行
う
こ
と
と
な
り
、
価
格
の

参
照
時
期
も
３
カ
月
前
か
ら
２

カ
月
前
の
素
材
価
格
と
短
縮
さ

れ
た
が
、
純
パ
ラ
ジ
ウ
ム
は
価

格
の
変
動
が
激
し
く
、
円
の
上

下
も
あ
り
12
％
金
パ
ラ
の
流
通

価
格
お
よ
び
素
材
価
格
と
は
か

な
り
乖
離
し
た
動
き
で
高
止
ま

り
の
ま
ま
で
あ
る
。
22
年
改
定

で
は
チ
タ
ン
冠
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。

硬
さ
や
強
度
に
問
題
が
あ
る
も

の
の
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
伺
え
る
。

５
22
年
は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
の

な
か
で
の
改
定
と
な
っ
た

初
・
再
診
料
を
前
回
に
続
け

て
増
点
を
し
た
が
、
Ｐ
基
処
10

点
の
廃
止
と
セ
ッ
ト
で
い
つ
も

の
や
り
方
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
で
あ
る
。

22
年
の
テ
ー
マ
は
地
域
包
括

ケ
ア
の
推
進
で
あ
り
、
在
宅
歯

科
医
療
の
改
定
が
行
わ
れ
た
。

①
歯
援
診
２
の
要
件
を
引
き

下
げ
る
と
と
も
に
、
20
分
未
満

の
診
療
の
減
算
を
一
人
だ
け
の

場
合
は
70
／
100
か
ら
80
／
100
と

減
算
幅
を
縮
小
し
、
訪
問
診
療

の
増
加
を
意
図
し
た
。

②
訪
問
口
腔
リ
ハ
の
内
容
変

更
。
摂
食
機
能
障
害
に
加
え
て

20
年
改
定
で
導
入
し
た
「
口
腔

機
能
低
下
症
」
の
対
象
を
65
歳

以
上
か
ら
50
歳
以
上
へ
と
拡
大
。

在
宅
へ
の
訪
問
診
療
を
増
や

す
た
め
の
施
策
を
次
々
と
出
し

て
く
る
が
、
訪
問
専
門
で
は
な

い
一
般
診
療
所
で
は
外
来
診
療

の
合
間
に
し
か
対
応
で
き
な
い

現
状
で
は
拡
大
は
難
し
い
。

６
「
か
強
診
」
の
変
更

Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅰ
）
と
Ｓ
Ｐ
Ｔ

（
Ⅱ
）
の
統
合
が
行
わ
れ
、
Ｓ

Ｐ
Ｔ
と
な
り
、
か
強
診
の
届
出

の
有
無
に
よ
っ
て
点
数
に
差
が

つ
け
ら
れ
た
。

か
強
診
の
届
出
を
し
て
い
な

い
医
療
機
関
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
算

定
は
３
カ
月
に
１
回
、
歯
周
外

科
を
実
施
し
た
場
合
は
月
１
回

算
定
で
き
る
。
か
強
診
を
届
け

出
て
い
る
医
療
機
関
は
毎
月
算

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に

30
年
に
わ
た
る
保
険
改
定
の

流
れ
を
雑
誌
「
歯
界
展
望
」
の

原
稿
か
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
疾
病
治
療
か
ら
予
防
管
理

へ
の
流
れ
の
中
で
行
政
の
対
応

に
対
し
開
業
医
と
し
て
の
意
見

を
届
け
る
協
会
活
動
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

１～９
歯

10～19
歯

20歯
以上

届出
なし

P重防 150点 200点 300点

SPT 200点 250点 350点
届出
あり これに「か強診」120点を算定する

※SPT（Ⅱ）の場合に包括されていた歯
周病検査・P画像は別途算定できる

る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
支
払
基
金
で
は
審
査

の
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

審
査
に
お
け
る
一
般
的
な
取
扱

い
に
つ
い
て
「
審
査
情
報
提
供

事
例
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

支
払
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

2
医
薬
品
に
は
適
応
疾
病

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
医
薬

品
の
処
方
に
つ
い
て
、
医
薬
品

添
付
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

効
能
、
ま
た
は
効
果
の
欄
の
適

応
疾
病
と
の
不
一
致
が
問
題
視

さ
れ
ま
す
。
特
に
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
も
普
及
し
て
い
る
な
か

で
、
有
効
成
分
が
同
じ
で
も
、

効
能
又
は
効
果
の
適
応
疾
患
が

異
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
歯

科
医
学
的
に
は
効
果
が
あ
り
妥

当
性
が
あ
っ
て
も
、
保
険
診
療

で
は
適
応
外
と
審
査
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
得
ま
す
。そ
の
た
め
、

医
薬
品
の
添
付
文
書
は
今
一
度

良
く
ご
確
認
を
お
願
い
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

3
「
画
一
的
又
は
一
律
的
」

「
傾
向
的
」
と
思
わ
れ
る
過
剰

な
診
療
行
為
は
請
求
内
容
が
認

め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

本
来
、
個
々
の
患
者
の
病
態

や
個
人
差
な
ど
に
よ
っ
て
診
療

内
容
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
は
ず
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
る

特
定
の
歯
科
医
療
機
関
で
は
他

の
歯
科
医
療
機
関
と
比
較
し
て
、

「
画
一
的
又
は
一
律
的
」「
傾

向
的
」
と
思
わ
れ
る
過
剰
な
処

置
の
実
施
な
ど
が
際
立
つ
場
合

な
ど
が
あ
り
、「
返
戻
」
を
行

な
い
、
そ
の
妥
当
性
を
確
認
し

た
う
え
で
、
請
求
内
容
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
。

4
提
出
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト

か
ら
の
情
報
で
審
査
が
行
わ
れ

る
こ
と

審
査
委
員
は
、
提
出
さ
れ
た

レ
セ
プ
ト
に
記
載
さ
れ
た
情
報

の
み
で
審
査
を
行
っ
て
お

り
、
カ
ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
個
々
の
診
察
の
詳
細
が
わ
か

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
審

査
は
同
じ
専
門
性
を
も
つ
歯
科

医
師
に
よ
る
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー

(

同
僚
評
価)

で
す
の
で
、
個
々

の
患
者
の
口
腔
内
の
状
況
に
合

わ
せ
た
診
療
か
ど
う
か
を
「
症

状
詳
記
」
と
い
う
形
で
ご
提
出

い
た
だ
く
こ
と
で
、
妥
当
性
を

認
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

5
審
査
委
員
は
、
診
療
側

と
支
払
側
と
の
板
挟
み
に
な
っ

て
い
る
こ
と

査
定
に
関
し
て
は
、「
一
連
」

や
「
同
一
部
位
」
と
い
っ
た
文

言
な
ど
の
厚
生
労
働
省
の
定
め

て
い
る
一
部
の
算
定
ル
ー
ル
に

曖
昧
さ
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
、

診
療
側(

歯
科
医
療
機
関)

と
支

払
側(

保
険
者)

と
の
間
で
常
に

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
払
側(

保
険
者)

は
、
歯
科
医

学
的
な
知
識
や
経
験
を
必
ず
し

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
支
払
側
の
再
審
査

請
求
は
、
文
書
等
に
記
載
さ
れ

た
ル
ー
ル
等
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
厳
密
さ
を
求
め
る
傾
向
に

あ
り
、
審
査
委
員
が
苦
労
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
ご
理
解

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
審
査
結
果(

査
定)
に

対
す
る
疑
問
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１～９歯
150点
10～19歯
200点
20歯以上
300点

（ 8）第６３４号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）１月１日 （第三種郵便物認可）
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月日 部位 療法・処置 点数

4/25 初診 264

全顎的な歯肉の腫脹、発赤を認め、歯石の沈着も著しい。 ／

高血圧症で降圧薬服用中。15年前にHIV陽性と判明し、どちらも ／

○○病院で加療中。照会状を作成し、全身状態を把握する。 ／

快恢快
廓紀廓 Ｐ精検 （検査結果 略） 注注②② 400

６mm以上の歯周ポケットを多く認め、易出血性の部位あり。 ／

今後、歯周外科手術の可能性もある状態。 ／

パノラマ X-Ray パ電 402

全顎的に中等度の骨吸収を認める。 ／

歯管 文 （文書提供 添付） 80+10

歯清 72

蒲噛蒲 SC 72+38×2

診療情報連携共有料 （文書提供 添付） 注注③③ 120

○○病院の循環器科および感染症科へ照会状を2通作成。 ／

5/16 再診 明細 56+1

○○病院の循環器科および感染症科より返信あり。 ／

循環器科ではCa拮抗薬で血圧のコントロールしており、降圧薬 ／

による歯肉腫脹などに留意し観血処置をしてほしいとのこと。 ／

感染症科ではART治療の継続中で、HIVウイルス量は検出限界 ／

以下、CD4値：695/μl、D4/CD8比：1.47％とコントロール良好で ／

歯科治療に問題はないとのこと。 ／

全身状態に留意しながら歯周治療を継続。 注注④④ ／

歯管 文 （文書提供 添付） 100+10

総合医療管理加算 （病院からの文書添付） 注注⑤⑤⑥⑥⑦⑦ +50

快恢快 SC 72+38×2

6/3 再診 明細 56+1

前回SCした部位は歯肉の腫脹や発赤の改善傾向あり。 ／

快恢快
廓紀廓 Ｐ精検（検査結果 略） 400

歯周ポケットの深い部分は残り、SRP実施。歯周外科が必要な場 ／

合は主治医に照会。外科ができない場合は短期間のSPTへ。 ／

歯管 文 （文書提供 添付） 100+10

総合医療管理加算 注注⑧⑧ +50

鞄噛鞄 SRP 60×６

快恢快
廓紀廓 歯清 72

総総合合医医療療管管理理加加算算ににつついいてて

総合医療管理加算の施設基準がなくなり、すべての医療機関で歯科
疾患管理料に加算できるようになった。また、対象患者に「 感染症
患者」が追加された。 感染症患者を診療した場合を例に、算定方
法を解説する。

患者： 歳・男性

主訴：最近歯ぐきから出血する。

所見：全顎的に歯肉の腫脹、発赤を認め、歯石の沈着も著しい。

高血圧症。 感染症。

傷病名： Ｐ₂

施設基準：歯初診 注注①①

《解説》

注注①① 総合医療管理加算（総医）の施設基準が 年４月改定で廃止され、厚

生局に施設基準の届出を行わなくてもすべての医療機関で算定できる。

注注②② Ｐ精検は４点以上の歯周ポケット測定、プロービング時の出血の有無、

歯の動揺度およびプラークチャートを用いてプラーク付着状況の検査を 口腔単

位で実施した場合に、検査した歯数により算定する。

検査結果はカルテに記載するか、検査結果が分かる記録を添付する。

注注③③ 歯科診療を行うにあたり全身的な管理が必要な患者に対し、別の医科医

療機関で行った検査の結果、投薬内容等の診療情報について、下表の事項を含

んだ文書により提供を求めた場合に、連携先の保険医療機関ごとに、診療情報

連携共有料 点を 月に１回算定できる。

＜＜情情報報提提供供をを求求めめるる文文書書にに記記載載がが必必要要なな事事項項＞＞

＜＜照照会会内内容容のの文文例例＞＞

平素より大変お世話になっております。

上記患者につきまして、現在、貴院にて のフォロー中とお聞きしま

した。

当院におきまして歯周病に対して歯周治療の予定でおります。つきましては

現在までの治療経過や投薬内容・検査結果などをご教示いただきたくご連絡を

させていただきました（特に最新の 陽性リンパ球数、ウイルス量、内服薬、

現在の健康状態等ご教示いただけましたら幸いです）。

ご多忙の折、大変恐縮ですがよろしくお願いいたします。

今回の場合、文書は 通作成したが、宛先が同一医療機関の 診療科のため、

算定は 点×１のみである。ただし、感染症科、循環器科が別々の医療機関の

場合には 点×２の算定が可能である。

注注④④ に感染していても、 陽性リンパ球数が μl以上あれば、ほとん

どの歯科治療で、患者に影響を及ぼすことはないとされているようである。し

かし、好中球数が μl以下の場合には、歯科治療時に抗菌薬の予防投与を検

討する。そのため、現在の患者の状態（最新の 陽性リンパ球、ウイルス量、

内服薬、現在の健康状態など）を知ることは重要である。

なお、有病者に対する歯科治療時の留意点については、２月 日（木）に丸岡

豊氏（国立国際医療研究センター病院副病院長 歯科・口腔外科診療科長）を

お招きして第３回学術研究会を開催する。ぜひご参加いただきたい。（詳細は

５面）

注注⑤⑤ 総医は別の医科保険医療機関の担当医から歯科治療にあたり総合的医療管

理が必要な患者として、診療情報提供料に定める様式に基づいた文書により患

者の全身状態や服薬状況などについて診療情報の提供を受け、必要な管理およ

び療養上の指導などを行った場合、歯管に加算する。

＜＜総総医医 対対象象患患者者＞＞

糖尿病の患者、骨吸収抑制薬投与中の患者、感染性心内膜炎のハイリスク患者、

関節リウマチの患者、血液凝固阻止剤投与中の患者、 感染症患者

注注⑥⑥ 担当医からの情報提供に関する内容、情報提供を受けた紹介元の保険医

療機関名などをカルテに記載するか、提供文書の写しを添付する。

注注⑦⑦ レセプト摘要欄には主病の紹介元保険医療機関名を記載する。

注注⑧⑧ 総医は、歯管の算定のたびに加算ができる。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

患者の氏名、生年月日、連絡先

診療情報の提供依頼目的（必要に応じて傷病名、治療方針などを記載する）

診療情報の提供を求める医療機関名

診療情報の提供を求める内容（検査結果，投薬内容など）

診療情報の提供を依頼する保険医療機関名および担当医名

快陥恢悔快
廓狗紀撹廓

（９） 第６３４号 ２０２３年（令和５年）１月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



おくむら ・ まさる オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴任
・退社。さらに医学情報社創刊
雑誌の編集長歴任。その後、独
立しオクネットを設立。「歯科ニ
ュース」「永田町ニュース」をネ
ット配信。明治大学校友会代議
員(兼墨田区地域支部長)、明大
マスコミクラブ会員。

教えて！

会長!!  Vol.66
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奥村 勝
Masaru Okumura

歯科界への私的回想録 歯科界への私的回想録 

　
新
年
、
２
０
２
３
年
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
は

一
斉
に
業
界
・
企
業
の
「
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
も
、
新
規
ス
タ
ー
ト
の

年
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
趣

旨
の
新
年
挨
拶
文
や
名
刺
広
告

で
紙
面
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る

は
ず
で
す
。

　
そ
こ
で
、
従
来
の
新
年
挨
拶

は
他
紙
に
譲
り
、
今
回
は
特
異

な
観
点
か
ら
話
を
進
め
ま
す
。

新
年
の
挨
拶
回
り
は
恒
例
行
事

で
あ
り
、
歯
科
界
で
は
、
日
本

歯
科
医
師
会
（
日
歯
）、
日
本

歯
科
商
工
協
会
、
日
本
歯
学
図

書
出
版
協
会
、
さ
ら
に
歯
科
学

会
の
多
く
の
担
当
部(

事
務
局)

が
置
か
れ
て
い
る
一
般
財
団
法

人
口
腔
保
健
協
会
も
そ
の
一
つ

で
す
。

1
月
15
日(

旧
成
人
の
日)

以

降
、
業
界
組
織
の
新
年
会
が
開

催
さ
れ
、「
今
年
も
新
た
な
気

持
ち
で
、
歯
科
界
は
一
致
団
結

し
て
飛
躍
す
る
年
に
な
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど
の

挨
拶
で
活
動
が
始
ま
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
事
務
局
の
お
世
話

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
特
に
、
日
歯
事
務
局
（
医
療

課
・
調
査
課
・
広
報
課
）
は
重

要
視
し
て
い
ま
し
た
し
、
同
時

に
地
元
歯
科
医
師
会
の
行

事
、
日
本
歯
科
医
学
会
所
属
学

会
の
学
術
大
会
、
企
業
展
示
会

な
ど
の
取
材
で
お
世
話
に
な
る

の
は
、
い
つ
も
地
元
歯
科
医
師

会
事
務
局
で
し
た
。

　
香
川
県
歯
科
医
師
会
主
催
の

会
合
を
取
材
し
た
際
、
ま
ず
会

長
か
ら
事
務
局
長
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
本
県

歯
は
、
事
務
局
に
全
幅
の
信
頼

を
置
い
て
会
務
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
最
終
的
な
責
任
は
会
長

・
役
員
に
あ
る
の
は
当
然
で
す

が
、
事
務
局
員
は
県
歯
の
一
部

で
す
」
と
発
言
し
て
い
た
こ
と

が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
民
間
企
業
で
も
、
確
か
に
対

外
的
に
目
立
つ
部
署
が
あ
り
ま

す
。
以
前
、
日
本
歯
学
図
書
出

版
協
会
の
新
年
会
で
、
某
社
長

が
「
企
画
、
編
集
、
広
報
な
ど

は
目
立
つ
部
署
な
の
は
事

実
。
同
時
に
地
味
で
す
が
、
総

務
、
庶
務
、
経
理
等
な
ど
も
組

織
を
支
え
て
お
り
、
ま
さ
に
組

織
は
一
つ
。
そ
の
点
を
新
た
に

自
覚
し
て
ほ
し
い
」
と
理
解
を

求
め
て
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
厚
生
労
働
省
（
旧

厚
生
省)

は
、
求
め
る
部
署
に

直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、
時
間

が
あ
れ
ば
歯
科
保
健
（
旧
歯
科

衛
生
）
課
長
と
意
見
交
換
・
雑

談
す
る
こ
と
が
可
能
で
し

た
。
し
か
し
08
年
11
月
に
起
き

た
元
・
厚
生
事
務
次
官
の
殺
害

事
件
以
後
は
、
警
備
員
配
置
や

来
庁
者
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ

自
由
な
出
入
り
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
（
厚
生
省
職
員
が
同

伴
す
る
場
合
は
可
能
）。
事
前

予
約
を
取
り
、
庁
舎
の
受
付
で

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
許
可
さ
れ

て
入
場
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
歯
で
も
以
前
は
担
当

課
に
直
接
行
き
、
雑
談
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
現

在
は
担
当
者
が
受
付
に
降
り
て

要
件
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「たかが事務局、 されど事務局」「たかが事務局、 されど事務局」

組織を支える“事務局”の重要性を理解組織を支える“事務局”の重要性を理解

　
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
場

面
、
経
緯
を
事
務
局
員
は
知
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
た

か
が
事
務
局
、
さ
れ
ど
事
務

局
」
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は

変
わ
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
現

実
的
に
は
、
会
員
と
そ
の
ス
タ

ッ
フ
の
把
握
、
労
働
環
境
、
対

外
的
対
応
、
理
事
会
な
ど
の
資

料
作
成
、
予
定
外
の
対
応
な
ど

様
々
で
、
日
々
の
労
務
・
作
業

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
、
想
像
以
上

の
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
会
場
対
面
方
式
と

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
両
者
を
兼

ね
備
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

に
よ
る
会
合
が
主
流
に
な
る
と

の
観
測
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
管
理
に
お
い
て
は
事
務

局
の
責
務
も
出
て
き
ま
す
。

　
以
前
、
某
日
歯
役
員
に
一
日

同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
確
か
に
激
務
で
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
黙
し
て
淡
々
と

事
務
作
業
を
し
て
い
る
の
が
事

務
局
員
。「
こ
れ
が
重
要
で
あ

り
、
組
織
を
支
え
て
い
る
の
だ

な
」
と
理
解
し
た
場
面
で
し

た
。
組
織
で
す
か
ら
会
員
数
の

相
違
が
あ
り
ま
す
。
22
年
11
月

30
日
現
在
、
東
京
都
歯
科
医
師

会(

一
種
会
員
５
８
６
５
名)

か

ら
島
根
県
歯
科
医
師
会(

一
種

会
員
２
２
7
名)

ま
で
、
約
26

倍
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
少
数
会
員
の
組
織
で
も
、

事
務
局
は
、
懸
命
に
諸
作
業
に

取
り
組
み
、運
営
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
自
分
の
経
験
か

ら
日
本
医
師
会
、
日
本
薬
剤
師

会
、
日
本
看
護
協
会
な
ど
、
歯

科
に
関
連
す
る
団
体
の
広
報
担

当
部
と
の
パ
イ
プ
構
築
は
必
須

と
判
断
し
、
事
務
局
へ
の
挨
拶

は
絶
え
ず
意
識
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
に
も
歴
史
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
評
価
は
難
し
い
で

す
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が

「
た
か
が
事
務
局
、
さ
れ
ど
事

務
局
」
で
す
。

　
新
年
の
始
動
に
際
し
、
歯
科

医
療
関
連
の
各
団
体
に
改
め
て

期
待
し
て
い
ま
す
。

  1木　国会内集会、経営管理研究会  1木　国会内集会、経営管理研究会
  2金　第9回総務会議  2金　第9回総務会議
  5月　第9回共済部会  5月　第9回共済部会
  6火　第9回広報・ホームページ部会  6火　第9回広報・ホームページ部会
  7水　第9回経営管理部会、受託生保  7水　第9回経営管理部会、受託生保
　　　会議　　　会議
  8木　第16回理事会、国会行動  8木　第16回理事会、国会行動

15木　会員無料相談デー15木　会員無料相談デー
16金　ＳＡＳ講師団会議16金　ＳＡＳ講師団会議
19月　医科歯科連携合同会議、第7回19月　医科歯科連携合同会議、第7回
　　　保険医協会 健康まつり2022実行　　　保険医協会 健康まつり2022実行
　　　委員会　　　委員会
20火　第8回社保・学術部会20火　第8回社保・学術部会
21水　院内感染防止対策講習会21水　院内感染防止対策講習会

10土　「保険でよい歯を」東京連絡会10土　「保険でよい歯を」東京連絡会
　　　第29回定期総会　　　第29回定期総会
12月　第8回地域医療部会12月　第8回地域医療部会
13火　第8回財政部会13火　第8回財政部会
14水　第7回医事相談部会、第4回東14水　第7回医事相談部会、第4回東
　　　京反核医師の会世話人会、　　　京反核医師の会世話人会、
　　　休保審査会（医科）　　　休保審査会（医科）

22木　第2回学術研究会22木　第2回学術研究会
23金　第10回総務会議23金　第10回総務会議
24土　休保審査会（全国）24土　休保審査会（全国）
26月　第3回就業規則改定委員会26月　第3回就業規則改定委員会
28水　厚生労働省要請28水　厚生労働省要請
29木　事務局休務（～2023年1月5日） 29木　事務局休務（～2023年1月5日） 

２
０
２
２
年
12
月

協
会
活
動
日
誌

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
は
12
月
10
日
、
記
念
講

演
お
よ
び
総
会
を
行
っ
た
。
記

念
講
演
は
、
保
団
連
事
務
局
の

曽
根
貴
子
氏
が
「
本
当
の
社
会

保
障
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
社
会
保
障
を
維
持
す
る

に
は
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
社
会
保
障
費

の
予
算
は
抑
制
す
る
必
要
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
」
等
の
質
問
が
上
が
る

と
、
曽
根
氏
は
「
諸
外
国
と
比

較
し
、
高
齢
化
の
割
に
予
算
が

少
な
い
た
め
、
抑
制
す
る
必
要

は
な
い
」
と
回
答
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
総
会
で

は
、
連
絡
会
の
活
動
報
告
、
活

動
方
針
、
決
算
報
告
、
予
算
案

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
は
一
度
世
話
人
会
に

ご
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
担

当
事
務
局
ま
で
。

「保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連
絡
会
総
会
を
開
催

「保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連
絡
会
総
会
を
開
催

（
表
）
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

「
診
療
／
薬
剤
情
報
一
覧
」
の
イ
メ
ー
ジ
（
協
会
作
成
）

（１０）第６３４号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）1月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

本
紙
２
０
２
２
年
11
月
号
の

本
稿
で「
医
療
情
報
を
確
認
で
き

る
仕
組
み
の
拡
大
」の
題
名
で
、

22
年
９
月
11
日
以
降
、患
者
側
が

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
閲
覧
可
能

な
項
目
が
増
え
た
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。な
お
、11
月
号
執

筆
の
時
点
で
は
、
保
険
医
療
機

関
か
ら
提
出
さ
れ
た
電
子
レ
セ

プ
ト
の
内
容
が
反
映
さ
れ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
の
問
題
で
患
者
側
が

実
際
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
閲

覧
で
き
る
か
は
不
明
で
し
た
。

患
者
さ
ん
か
ら
「
過
去
の

診
療
情
報
を
調
べ
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
？

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用

規
約
の
問
題
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
何
が
問

題
だ
っ
た
の
で
す
か
。

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
閲
覧
可

能
と
な
っ
た
項
目
は
、
医
療
機

関
か
ら
毎
月
請
求
さ
れ
る
電
子

レ
セ
プ
ト
か
ら
抽
出
し
た
情
報

の
中
の
項
目
（
診
療
情
報
）
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
22
年
６
月
以
降
に

　
実
際
に
ど
の
よ
う
な
内
容

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
？

提
出
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
か
ら
抽

出
を
開
始
し
、
以
後
３
年
間
分

の
情
報
が
閲
覧
可
能
で
す
。
診

療
情
報
に
つ
い
て
、
患
者
側
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

で
、
患
者
自
身
が
医
療
機
関
で

受
け
た
診
療
行
為
な
ど
の
情
報

を
い
つ
で
も
閲
覧
可
能
」
と
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
左
表
に
、
あ

る
患
者
さ
ん
が
実
際
に
確
認
し

た
結
果
を
示
し
ま
す
。

　
左
表
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

と
明
細
書
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
保

険
医
療
機
関
が
治
療
ご
と
に
領

収
書
と
と
も
に
明
細
書
を
発
行

し
て
い
れ
ば
、
保
険
点
数
の
記

載
が
な
い
以
外
の
内
容
が
閲
覧

で
き
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
レ
セ
プ
ト
の
情

報
に
は
病
名
や
歯
式
の
診
療
情

報
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
閲
覧
で
き
る
情
報
が
増
え

て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
閲
覧
可
能
な
内
容
と
は

確
認
な
ど
、
様
々
な
オ
ン
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
窓
口
に
な

る
デ
ジ
タ
ル
庁
が
運
営
す
る
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。
昨
年
11
月

に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
規
約

の
「
シ
ス
テ
ム
利
用
者
の
責

任
」
の
項
に
、
利
用
者
に
損
害

が
生
じ
て
も
「
所
管
す
る
デ
ジ

タ
ル
庁
が
一
切
の
責
任
を
負
わ

な
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と

が
国
会
質
疑
で
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
は
、
す
で
に
こ
の
問
題
を

半
年
以
上
前
に
指
摘
し
て
い
ま

す
。

　
保
険
医
療
機
関
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の

責
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
は
、
患
者

側
が
で
き
れ
ば
知
ら
れ
た
く
な

い
医
療
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
で
も
医
療
機
関
側
は
確

認
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
不
必
要
な
内
容
ま
で
把

握
で
き
て
し
ま
う
こ
と
は
、
保

険
医
療
機
関
に
と
っ
て
リ
ス
ク

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
河
野
太
郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣

は
、
11
月
30
日
の
参
院
予
算
委

員
会
で
22
年
内
の
修
正
を
目
指

す
と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
本

稿
の
執
筆
時
点
（
12
月
19
日
）

で
は
、
修
正
の
発
表
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ど
の
よ
う
な
文
言

修
正
に
な
る
か
不
明
で
す
。
修

正
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、
デ

ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
や
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
年
金
の
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３.　 Ｐ 基 検（ ２ ０ 歯 以 上 ）

４.　 歯 清

５.　 ス ケ ー リング
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明
細
書
発
行
は
、
明
細
書
発

行
体
制
加
算
と
し
て
、
レ
セ
プ

ト
電
子
請
求
を
行
っ
て
い
る
診

療
所
で
、
医
療
費
の
明
細
書
を

無
料
で
発
行
し
て
い
る
場
合

は
、
再
診
時
に
１
点
を
加
算
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
明
細
書
発

行
は
、
20
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
、
公
費
負
担
医
療
に
か
か
る

給
付
に
よ
る
自
己
負
担
が
な
い

患
者（
全
額
公
費
負
担
の
患
者

を
除
く
）に
つ
い
て
も
、
患
者

側
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
、

明
細
書
発
行
機
能
が
な
い
レ
セ

コ
ン
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
、

正
当
な
理
由
が
あ
る
医
療
機
関

に
お
い
て
も
明
細
書
発
行
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。



◆
第
15
回
理
事
会
◆

11
月
25
日
㈮
、午
後
８
時
00
分
〜
９

時
50
分
。会
長
、副
会
長
５
名
、理
事
16

名
、監
事
２
名
、顧
問
１
名
、事
務
局
６

名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
義
務
化
、健
康
保
険
証
の
廃

止
、医
療
Ｄ
Ｘ
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
、介
護
保
険
制
度
の

改
定
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
を
確

認
。

【
政
策
課
題
】　

当
協
会
内
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
と
し
て
、①
保
団
連

の
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
当
協
会
の
研

究
会
や
講
習
会
の
案
内
を
掲
載
す

る
こ
と
の
是
非
、歯
科
の
Ｄ
Ｘ
化
な

ど
に
つ
い
て
協
議
。ま
た
、毎
年
開

催
し
て
い
る
政
策
学
習
会
を
今
年

度
も
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

【
運
動
課
題
】　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
化
撤
回
！
国
民
の

い
の
ち
、く
ら
し
を
第
一
に
！
医

師
・歯
科
医
師
か
ら
の
怒
り
の
声
」

国
会
内
集
会
（
12
／
1
）へ
の
参

加
、お
よ
び
国
会
行
動
（
11
／
30
）

を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

保
団
連
理

事
会
（
11
／
13
）の
報
告
を
確

認
。

◆
第
16
回
理
事
会
◆

12
月
８
日
㈭
、午
後
７
時
00
分
〜

９
時
50
分
。会
長
、副
会
長
５
名
、理

事
16
名
、監
事
２
名
、顧
問
１
名
、事

務
局
15
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
、か
か
り
つ
け
医
、そ
の
他（
コ

ロ
ナ
関
連
、介
護
保
険
、国
保
料
、イ

ン
ボ
イ
ス
、看
護
師
医
療
行
為
、専

守
防
衛
な
ど
）の
報
告
を
確
認
。歯

科
訪
問
診
療
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
扱
い
に
つ
い

て
、質
問
が
出
さ
れ
た
。ま
た
、専
守

防
衛
の
報
道
に
つ
い
て
、税
金
が
防

衛
費
に
多
く
使
わ
れ
る
こ
と
へ
の

疑
問
が
出
さ
れ
、防
衛
費
の
予
算
配

分
な
ど
に
つ
い
て
の
「
談
話
」を
作

成
す
る
と
と
し
た
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
意
識
・
実
態

調
査
の
集
約
結
果
、「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署

名
」に
取
り
組
む
こ
と
、子
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
実
施
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
都
内
各
区
市
町
村

に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
保
団
連
歯

科
理
事
会
議
（
12
／
3
）、保
団
連

理
事
会
（
12
／
4
）の
報
告
、保
団

連
代
議
員
会
（
２
０
２
３
年
1
月

29
日
）の
議
題
、発
言
通
告
の
演
題

を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　

２
０
２
３
年

１
月
１
日
号
（
第
６
３
４
号
）の
企

画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】
12
月
１
日
付
会

員
数
５
９
５
１
名
（
入
会
27
名
、退

会
12
名
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
以

下
、「
オ
ン
資
」）
の
義
務
化
の
混

乱
が
続
く
中
、
11
月
30
日
、
会
員

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
署
名
を
携

え
、
坪
田
会
長
が
立
憲
民
主
党
・

党
本
部
お
よ
び
各
議
員
と
懇
談
。

導
入
で
き
な
い
医
療
機
関
は
免
除

を
す
る
な
ど
「
義
務
化
の
撤
回
」

オ
ン
資
「
義
務
化
」の
撤
回
求
め
る

オ
ン
資
「
義
務
化
」の
撤
回
求
め
る

立
民
・
党
本
部
、
与
野
党
議
員
に
要
請

立
民
・
党
本
部
、
与
野
党
議
員
に
要
請

２
０
２
４
年
４

月
に
行
わ
れ
る
次

期
診
療
報
酬
改
定

は
、６
年
に
一
度

の
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同

時
改
定
と
な
っ
て
お
り
、大
幅
な

改
定
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。議
論
は
、今
年
１
月
か
ら
中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
な
ど

で
始
ま
り
ま
す
が
、歯
科
の
役
割

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
保

険
適
用
の
拡
大
な
ど
を
求

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
協
会
は
、
全
国

の
保
険
医
協
会
の
会
員
と

と
も
に
、
1
月
か
ら
「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
請
願
署
名
」
に

取
り
組
む
こ
と
を
理
事
会

で
決
定
し
ま
し
た
。
歯
科
の
総

枠
を
拡
大
す
べ
く
、
ぜ
ひ
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

返
信
用
封
筒
は
、「
月
刊
保
団

連
」
２
月
号
に
同
封

署
名
用
紙
は
本
紙
13
・
14
面

に
あ
り
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
ど

な
た
で
も
署
名
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
署
名
用
紙
が
必
要
な
方

は
、
追
加
で
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し

込
み
、
ま
た
は
電
話
（
０
３
―

３
２
０
５
―
２
９
９
９
・
運
動

本
部
）
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
返
信
用
封
筒
は
、

「
月
刊
保
団
連
」
２
月
号
（
２

月
上
旬
頃
お
届
け
）
に
て
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
２
月
末
ま
で

に
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

ギ
フ
ト
抽
選
付
き
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
が
好
評
　
追
加
の
ご
希
望

（
無
料
）
は
お
早
め
に

ま
た
、「
月
刊
保
団
連
」
12
月

号
に
同
封
し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
は

が
き
付
き
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
が
大

変
好
評
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

歯科の総枠拡大を求める請願署名
ご協力をお願いします

え
る
と
抽
選
で
50
名
に
カ
タ
ロ
グ

ギ
フ
ト
が
当
た
る
も
の
で
、「
た

く
さ
ん
患
者
さ
ん
に
配
り
た
い
」

と
多
数
の
追
加
希
望
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
無
料
で
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
、
ま
た
は
お
電
話
（
前
述
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

署名用紙
【注文フォーム】

アンケート付き
リーフレット
【注文フォーム】

を
求
め
て
要
請
を
行
っ
た
。

伊
藤
俊
輔
議
員
の
仲
介
で
実

現
し
た
立
憲
民
主
党
・
党
本
部

へ
の
要
請
で
は
、
近
藤
昭
一
議

員
と
面
会
。
近
藤
議
員
は
、「
義

務
化
ま
で
の
期
限
が
短
す
ぎ
る

こ
と
や
補
助
金
が
足
り
ず
に
医

療
機
関
側
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
は
特
に
問
題
」
と
指
摘
し
、

こ
の
問
題
に
理
解
を
示
し
た
。

ま
た
、
個
別
要
請
で
は
、
渡

辺
孝
一
議
員
は
、「
努
力
し
て
も

導
入
で
き
な
い
事
態
は
起
こ
り

得
る
」
と
し
つ
つ
も
、
十
分
検

討
す
る
こ
と
は
重
要
と
の
見
解

を
示
し
た
。
川
田
龍
平
議
員

は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
厳

し
い
管
理
が
さ
れ
な
い
中
で
、

個
人
情
報
の
保
護
が
十
分
な
の

か
心
配
」
と
個
人
情
報
の
問
題

を
指
摘
。
宮
本
徹
議
員
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
驚
き
、「
高
齢

の
方
へ
の
対
応
や
補
助
金
が
課

題
。
特
に
４
〜
５
年
で
閉
院
す

る
よ
う
な
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が

十
分
で
は
な
い
」と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
12
月
１
日
に
は
「
オ

ン
資
義
務
化
撤
回
！
国
民
の
い

の
ち
、
く
ら
し
を
第
一
に
！
医

師
・
歯
科
医
師
か
ら
の
怒
り
の

声
」
と
題
し
た
集
会
が
開
催
さ

れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具
合
が
発
生

し
た
際
に
、
混
雑
で
電
話
が
つ

な
が
ら
ず
、
復
旧
に
２
日
か
か

っ
た
」
な
ど
、
各
地
の
混
乱
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。

要
請
を
行
っ
た
政
党
、
お
よ

び
国
会
議
員
は
以
下
の
通
り
。

【
立
憲
民
主
党
・
党
本
部
】
近

藤
昭
一（
立
民
）、【
衆
議
院
】
渡

辺
孝
一（
自
民
）、
後
藤
茂
之

機
関
紙

機
関
紙
1212
月
号
に
つ
い
て
、

月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員

通
信
員
5050
名
の
便
り
か
ら
抜

名
の
便
り
か
ら
抜

粋
し
ま
し
た
。

粋
し
ま
し
た
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
1２９1２９1２９1２９

宮本徹議員に署名を提出する宮本徹議員に署名を提出する
坪田有史会長（左）、森元主税理事（右）坪田有史会長（左）、森元主税理事（右）

近藤 昭一 議員近藤 昭一 議員渡辺 孝一 議員渡辺 孝一 議員

川田 龍平 議員川田 龍平 議員 伊藤 俊輔 議員伊藤 俊輔 議員

（
自
民
）※
、越
智
隆
雄（
自
民
）

※
、伊
藤
俊
輔（
立
民
）、宮
本
徹

（
共
産
）、【
参
議
院
】
森
ま
さ
こ

（
自
民
）※
、牧
山
ひ
ろ
え（
立

民
）※
、川
田
龍
平（
立
民
）、田

村
智
子（
共
産
）※

※
は
秘
書
対
応

（ 1 1） 第６３４号 ２０２３年（令和５年）1月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）
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2022年度
第15・16回
理 事 会

２
０
２
２
年
中
に
保
険
医
年
金
を
解
約
さ
れ
た
方
、
お
よ

び
受
給
を
さ
れ
た
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

Ⅰ
保
険
医
年
金
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
ご
案
内

【
年
金
を
解
約
し
た
場
合
】

掛
金
負
担
者
が
受
け
取
っ
た
場
合
、
利
息
相
当
分
が
「
一
時

所
得
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
利
息
相
当
分
合
計
が
50
万
円

以
内
の
場
合
は
非
課
税
で
す
が
、
他
の
一
時
所
得
の
対
象
と
な

る
も
の
と
合
算
し
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
50
万
円
を
差
し

引
い
た
残
り
の
２
分
の
１
の
金
額
が
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
年
金
を
受
給
し
た
場
合
】

　
受
け
取
り
額
の
利
息
相
当
部
分
が
雑
所
得
に
な
り
ま

す
。
他
の
所
得
と
一
緒
に
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
11
月
度
の
お
支
払
通
知
書
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
（
掛
金
）
の
控
除
に
つ
い
て
】

　
保
険
医
年
金
は
、
生
命
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
個
人

年
金
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法
人
の
経
費

に
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ⅱ
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

【
保
険
医
年
金
】

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
10
月
末
に
送
付
し
ま
し
た

積
立
金
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

　
ご
希
望
の
方
に
の
み
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
共
済
部
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
11
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し

た
。
一
度
、
お
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
先
生
は
翌
年
以
降
、

自
動
的
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

　
税
法
上
の
生
命
保
険
契
約
に
は
あ
た
ら
な
い
た
め
、
生
命

保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
第
２
休
業
保
障
（
団
体
所
得
補
償
保
険
）】

　
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
10
月
下
旬
に
㈱
ア
サ
カ
ワ

保
険
事
務
所
か
ら
送
付
い
た
し
ま
し
た
（
損
害
保
険
料
控
除

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

Ⅲ
保
険
医
年
金
初
回
掛
金
未
納
の
方
へ

２
０
２
２
年
秋
に
保
険
医
年
金
に
新
規
加
入
・
増
口
を
さ
れ

た
方
で
、
２
０
２
２
年
12
月
26
日
の
掛
金
が
未
入
に
な
っ
て
い

る
方
は
、
至
急
、
協
会
指
定
口
座
へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
☎
０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９（
共
済
部
）

エ
イ
ズ
は
減
少

梅
毒
は
増
加

医
科
歯
科
医
療
安
全
講
習
会

協
会
は
11
月
27
日
、
東
京
保

険
医
協
会
と
共
催
で
、
医
科
歯

科
医
療
安
全
講
習
会
「
新
興
感

染
症
へ
の
対
応
〜
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
て
〜
」
を
開
催
し

た
。
会
場
の
東
京
保
険
医
協
会

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
新
宿)

に

は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
合
わ
せ
医

科
34
名
、
歯
科
23
名
の
合
計
57

名
が
参
加
し
た
。
講
師
は
国
立

研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ズ
治
療

・
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
青
木

孝
弘
氏
が
務
め
た
。

青
木
氏
は
最
新
の
詳
細
な
デ

ー
タ
に
基
づ
き
、
世
界
で
の
新

興
感
染
症
の
状
況
に
つ
い
て
解

説
。
エ
イ
ズ
の
感
染
者
に
つ
い

て
、
日
本
で
は
感
染
者
の
報
告

数
が
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
検

査
数
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
た
。

そ
の
一
方
で
梅
毒
の
感
染
は

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
男
性

で
は
20
歳
か
ら
50
歳
代
に
、
女

性
で
は
20
歳
代
に
感
染
が
集
中

し
て
い
る
こ
と
や
、
歯
科
に
お

い
て
も
口
腔
粘
膜
病
変
の
所
見

に
よ
り
感
染
が
確
認
で
き
る
場

合
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
解
説
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
５
回
目
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
60
歳

以
上
で
あ
れ
ば
重
症
化
予
防
と

し
て
の
効
果
が
見
込
め
る
が
、

感
染
防
止
へ
の
効
果
は
薄
い
た

め
60
歳
未
満
で
は
こ
れ
ま
で
の

予
防
接
種
に
比
べ
、
効
果
は
期

待
で
き
な
い
と
し
た
。

協
会
で
は
毎
年
会
員
か
ら
の

協
会
は
12
月
1
日
、
協
会
会

議
室
で
経
営
管
理
研
究
会
を
開

催
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
生
前
贈
与
と
相
続
対
策
〜
二

次
相
続
に
向
け
て
備
え
る
ポ
イ

ン
ト
〜
」
と
し
、
親
か
ら
子

へ
、
子
か
ら
孫
へ
の
相
続
の

他
、
夫
婦
間
で
の
相
続
な
ど
を

扱
っ
た
。
講
師
は
、
た
か
や
ま

あ
ゆ
み
税
理
士
事
務
所
代
表
の

高
山
亜
由
美
氏
が
務
め
、
17
人

が
参
加
し
た
。

講
演
で
は
相
続
の
基
礎
知

識
、
生
前
贈
与
の
効
果
的
な
方

法
、
二
次
相
続
に
備
え
る
べ
き

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
、
具
体
例
を

経
営
管
理
研
究
会

要
望
に
沿
っ
て
、
医
科
歯
科
共

催
で
医
療
安
全
講
習
会
を
開

催
。
来
年
の
開
催
に
向
け
て
、

取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な

ど
が
あ
れ
ば
協
会
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

交
え
解
説
。
生
前
贈
与
を
行
う

場
合
に
は
贈
与
契
約
書
を
取
り

交
わ
し
て
お
く
こ
と
、
不
動
産

は
生
前
贈
与
に
は
適
さ
な
い
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。
二
次
相

続
に
向
け
て
は
、
夫
婦
間
の
財

産
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
と

節
税
に
つ
な
が
る
こ
と
、
遺
言

を
作
成
す
る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル

回
避
も
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど

に
も
触
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
年
に
数
回

行
っ
て
ほ
し
い
」「
贈
与
や
相

続
は
歯
科
医
師
に
と
っ
て
歯
科

医
院
経
営
と
同
様
に
知
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」「
公
正
証
書
、
遺
留
分
に

つ
い
て
の
説
明
を
も
っ
と
聞
い

て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

協
会
で
は
毎
年
会
員
か
ら
の

要
望
に
合
わ
せ
、
本
研
究
会
を

開
催
し
て
い
る
。
取
り
扱
っ
て

ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
が
あ
れ
ば

協
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
機
関
を
狙
っ
た
サ
イ
バ

◆
医
療
機
関
を
狙
っ
た
サ
イ
バ

ー
攻
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す

ー
攻
撃
が
相
次
い
で
い
ま
す

が
、
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

が
、
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

・
対
応
も
対
策
も
な
く
、
実
際

・
対
応
も
対
策
も
な
く
、
実
際

起
こ
っ
た
ら
か
な
り
困
る
と

起
こ
っ
た
ら
か
な
り
困
る
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。 

（
他
９
名
）

（
他
９
名
）

・
Ｉ
Ｔ
に
無
知
な
の
で
、
不
安

・
Ｉ
Ｔ
に
無
知
な
の
で
、
不
安

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。 

（
他
１
名
）

（
他
１
名
）

・
通
常
の
対
策
ソ
フ
ト
を
使
用

・
通
常
の
対
策
ソ
フ
ト
を
使
用

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。 

（
他
４
名
）

（
他
４
名
）

◆
２
０
２
３
年
の
目
標
を
聞
か

◆
２
０
２
３
年
の
目
標
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

せ
て
く
だ
さ
い
。

・・と
に
か
く
地
域
医
療
を
守
る
。

と
に
か
く
地
域
医
療
を
守
る
。

・
患
者
さ
ん
が
ス
ト
レ
ス
な
く

・
患
者
さ
ん
が
ス
ト
レ
ス
な
く

来
院
し
て
く
れ
る
医
院
を
作

来
院
し
て
く
れ
る
医
院
を
作

り
た
い
。

り
た
い
。

◆
今
年
、
設
立

◆
今
年
、
設
立
5050
周
年
の
協
会

周
年
の
協
会

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

・
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
も
っ

・
行
政
へ
の
働
き
か
け
を
も
っ

と
し
て
ほ
し
い
。

と
し
て
ほ
し
い
。 （
他
５
名
）

（
他
５
名
）

・
今
後
も
会
員
に
寄
り
添
っ
て

・
今
後
も
会
員
に
寄
り
添
っ
て

ほ
し
い
。

ほ
し
い
。 

（
他
１
名
）

（
他
１
名
）

・
協
会
も
今
後
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
対
応

・
協
会
も
今
後
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
対
応

が
加
速
す
る
と
思
い
ま
す
。

が
加
速
す
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、

し
か
し
、
5050
年
で
培
っ
て
き

年
で
培
っ
て
き

た
電
話
や
対
面
に
よ
る
的
確

た
電
話
や
対
面
に
よ
る
的
確

な
応
対
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
的

な
応
対
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
的

な
面
も
残
し
つ
つ
、
よ
り
パ

な
面
も
残
し
つ
つ
、
よ
り
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。



高山 史年 
（理事／豊島区）

現
在
、
日
本
は
少
子
高
齢
社

会
の
影
響
が
色
濃
い
中
、
生
活

習
慣
の
変
化
に
よ
り
疾
病
構
造

が
変
化
し
、
疾
病
全
体
に
占
め

る
「
が
ん
」「
虚
血
性
心
疾

患
」「
脳
血
管
疾
患
」「
糖
尿

病
」
等
の
生
活
習
慣
病
や
「
認

知
症
」
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

す
。
こ
れ
ら
生
活
習
慣
病
等
に

関
す
る
医
療
費
の
国
民
医
療
費

に
占
め
る
割
合
は
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
生
100
年
時
代
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
国
民

誰
も
が
、
よ
り
長
く
、
健
康
に

生
活
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
疾
病
予
防
と
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
で
の
大
き
な
問
題
点

の
一
つ
と
し
て
、
平
均
寿
命
と

健
康
寿
命
の
格
差
の
存
在
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
、
国
は

歯
科
に
期
待
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
２
０
０

０
年
か
ら
生
活
習
慣
病
や
そ
の

原
因
と
な
る
生
活
習
慣
の
改
善

等
に
関
す
る
課
題
に
つ
い

て
、
歯
科
医
療
関
連
項
目
も
含

め
た
目
標
等
を
選
定
し
、
国
民

が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
新
た

な
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
と
し

て
「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健

康
づ
く
り
運
動
（
健
康
日
本

21
）」
を
始
め
ま
し
た
。

覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
02
年

に
は
健
康
増
進
法
が
制
定
さ

れ
、
健
康
日
本
21
は
同
法
に
基

づ
く
国
民
の
健
康
増
進
の
総
合

的
な
推
進
を
図
る
基
本
的
な
方

 ご存知ですか？

 歯科診療報酬と「健康日本21」

針
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
の

で
す
。
さ
ら
に
13
年
４
月
か
ら

は
、
計
画
期
間
を
10
年
と
し
、

健
康
日
本
21
の
残
さ
れ
た
課
題

克
服
の
た
め
、
新
た
に
「
21
世

紀
に
お
け
る
第
二
次
国
民
健
康

づ
く
り
運
動
（
健
康
日
本
21
∧

第
二
次
∨
）」
を
施
行
し
ま
し

た
。
そ
の
計
画
期
間
が
終
了
す

る
の
は
23
年
、
つ
ま
り
今
年
３

月
で
、
ど
の
よ
う
な
評
価
に
な

る
の
か
、
関
係
者
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
健
康
日
本
21
（
第

二
次
）
の
評
価
結
果
や
、
国
民

の
健
康
を
取
り
巻
く
現
状
・
課

題
等
を
踏
ま
え
、
24
年
度
か
ら

開
始
予
定
の
次
期
国
民
健
康
づ

く
り
運
動
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向

　１月に歯科用貴金属の随時改定が行われ、歯科鋳造用金銀パラジウム合金が１ｇ3,481
円から１g3,711円、歯科鋳造用14カラット金合金鉤用が１ｇ6,626円から１g6,645円に引き上
げられる。一方、歯科用鋳造用銀合金第１種は１g145円から１g144円に、同２種は１g178円
から１g177円に引き下げになる。それに伴い、１月以降の各点数が表の通り改定される。
※赤字は引き上げ。青字は引き下げ。黒字は変更のない項目。

““金銀パラジウム合金金銀パラジウム合金””  引き上げ引き上げ
““銀合金銀合金””はは一部引き下げ一部引き下げにに  

区分 10月-12月

➡

1月-3月

銀
合
金

インレー（単純なもの）

前歯・小臼歯
・乳歯

204点 204点
インレー（複雑なもの） 313点 312点

3/4冠 405点 405点
4/5冠 345点 345点

全部金属冠 499点 499点
インレー（単純なもの）

大臼歯

212点 212点
インレー（複雑なもの） 322点 322点

4/5冠 360点 360点
全部金属冠 515点 515点

接着冠
前歯 405点 405点

小臼歯 345点 345点
大臼歯 360点 360点

レジン前装金属冠
前歯 1,273点 1,272点

小臼歯 1,273点 1,272点

鋳造ポンティック
小臼歯 483点 483点
大臼歯 483点 483点

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,243点 1,242点
小臼歯 697点 696点
大臼歯 557点 556点

根面被覆
前歯・小臼歯 204点 204点

大臼歯 212点 212点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 612点 611点

大臼歯 621点 621点

メタルコア
前歯・小臼歯 198点 198点

大臼歯 253点 252点

14
カ
ラ
ッ
ト
金
合
金

インレー（複雑なもの） 前歯 1,324点 1,327点
3/4冠 前歯 1,670点 1,674点

双子鉤（鋳造鉤）
犬歯・小臼歯 1,351点 1,355点
小・大臼歯 1,603点 1,607点

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 883点 885点

犬歯・小臼歯 1,077点 1,079点
大臼歯 1,331点 1,335点

線鉤
双子鉤 869点 871点
二腕鉤

（レスト付）
654点 656点

区分 10月-12月

➡

1月-3月

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純なもの）

前歯・小臼歯

475点 494点
インレー（複雑なもの） 850点 888点

3/4冠 1,070点 1,116点
4/5冠 1,010点 1,056点

全部金属冠 1,331点 1,389点
インレー（単純なもの）

大臼歯

608点 636点
インレー（複雑なもの） 1,058点 1,109点

4/5冠 1,284点 1,348点
全部金属冠 1,679点 1,760点

接着冠
前歯 1,070点 1,116点

小臼歯 1,010点 1,056点
大臼歯 1,284点 1,348点

レジン前装金属冠
前歯 2,266点 2,339点

小臼歯 2,266点 2,339点

鋳造ポンティック
小臼歯 1,496点 1,567点
大臼歯 1,845点 1,938点

レジン前装金属
ポンティック

前歯 2,028点 2,084点
小臼歯 1,696点 1,767点
大臼歯 1,905点 1,998点

双子鉤（鋳造鉤）
犬歯・小臼歯 1,137点 1,195点
小・大臼歯 1,383点 1,457点

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 859点 901点

犬歯・小臼歯 908点 953点
大臼歯 1,009点 1,060点

コンビネーション鉤
前歯 548点 569点

犬歯・小臼歯 573点 595点
大臼歯 623点 649点

鋳造バー 2,266点 2,385点

ローチのバークラスプ
1歯 1,363点 1,437点

2歯以上 1,383点 1,457点

根面被覆
前歯・小臼歯 475点 494点

大臼歯 608点 636点

キーパー付根面板
前歯・小臼歯 1,149点 1,187点

大臼歯 1,357点 1,408点

け
て
昨
年
９
月
、
厚
生
科
学
審

議
会
地
域
保
健
健
康
増
進
栄
養

部
会
に
「
次
期
国
民
健
康
づ
く

り
運
動
プ
ラ
ン
（
令
和
６
年
度

開
始
）
策
定
専
門
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
前

述
の
通
り
、
健
康
寿
命
延
伸
に

つ
い
て
費
用
対
効
果
抜
群
の
医

療
は
、
ま
さ
に
「
歯
科
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
次
期
プ
ラ

ン
は
我
々
歯
科
医
師
の
診
療
報

酬
に
も
影
響
及
ぼ
す
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

詳
細
を
記
載
す
る
に
は
、
字

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
健
康

寿
命
延
伸
と
歯
科
の
関
係
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
調
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

３３
月
ま
で
の
受
講
を

月
ま
で
の
受
講
を

お
忘
れ
な
く
！

お
忘
れ
な
く
！

協
会
は
２
０
２
２
年
12
月
21
日
、
院
内
感
染
防

止
対
策
講
習
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
お
よ

び
、
協
会
会
議
室
に
て
開
催
し
た
。
22
年
４
月
の

診
療
報
酬
改
定
で
歯
科
点
数
表
の
初
診
料
の
注
１

の
施
設
基
準
（
歯
初
診
）
の
研
修
要
件
が
新
た
に

追
加
さ
れ
、
今
年
の
３
月
末
ま
で
に
再
度
の
受
講

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

協
会
で
は
今
年
３
月
ま
で
毎
月
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
お
よ
び
会
場
開
催
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
ま
だ
受
講
を
し
て
い
な
い
会
員
は
忘
れ
ず
に

ご
受
講
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
関
連
記
事
５

面
）

院
内
感
染
防
止

対
策
講
習
会

（１ ２）第６３４号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）１月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

協
会
は
11
月
26
日
、
今
年
度

２
回
目
と
な
る
若
手
歯
科
医
師

向
け
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座
を

協
会
会
議
室
に
て
開
催
。
感
染

対
策
を
十
分
に
講
じ
た
上
で
10

名
が
参
加
し
た
。
今
回
は
「
歯

科
医
院
で
行
う
下
顎
半
埋
伏
智

歯
抜
歯
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
と
題

し
、
４
年
ぶ
り
に
当
協
会
監
事

の
西
田
紘
一
氏
が
講
演
し
た
。

講
座
で
は
、
開
業
医
で
行
う

抜
歯
に
必
要
な
パ
ノ
ラ
マ
エ
ッ

ク
ス
線
写
真
を
ベ
ー
ス
に
し
た

P
ell-G

regory

分
類
を
用

い
た
難
易
度
の
判
断
、
局
麻
の

刺
入
部
位
、
滑
脱
防
止
の
た
め

に
術
者
が
立
位
で
半
身
の
体
位

を
取
る
こ
と
、
及
び
軟
組
織
を

傷
付
け
な
い
ヘ
ー
ベ
ル
の
安
全

な
操
作
方
法
、
歯
肉
切
開
線
の

デ
ザ
イ
ン
方
法
、
動
脈
性
出
血

時
の
対
応
、
腫
れ
な
い
・
痛
ま

な
い
コ
ツ
な
ど
を
解
説
し
た
。

ま
た
、
術
中
の
症
例
動
画
を

用
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
ご
と
の
注

意
点
に
も
触
れ
た
。
豊
富
な
経

験
談
も
交
え
、
す
ぐ
さ
ま
臨
床

に
応
用
で
き
る
実
践
的
な
内
容

に
、
参
加
者
か
ら
は
「
半
埋
伏

智
歯
抜
歯
の
悩
み
が
解
消
さ
れ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

下
顎
半
埋
伏
智
歯
抜
歯
の
基
本
を
伝
授

第
２
回
学
術
ベ
ー
シ
ッ
ク
講
座

　2022 年分の所得税確定申告にあたり、協会顧問税理士による個別相談会を行い
ます。歯科に精通した税理士と１時間の個別相談が可能です。初めてご自身で申
告される方や、決算書の書き方、確定申告書の記載について不安がある方など
は、ぜひご参加ください。

 
日　時　２月 16 日（木） 午後１時～５時のうち１時間（先着順）�  
講　師　協会顧問税理士�  
会　場　東京歯科保険医協会会議室�  
定　員　８名（定員になり次第締め切り）�  
対象者　会員�  
参加費　１, ０００円�  
予　約　お電話でお申し込みください（☎ 03-3205-2999）

昨年の相談事例より
・コロナの支援金の税務の取り扱いがわからない
・医療機器の減価償却の計算がわからない
・株式配当の申告について教えてほしい

・e -TAXでの措置法利用について
・不動産所得の申告について
　…などの相談が寄せられています。

2022 年分確定申告個別相談会

講演①　接着修復の最前線�  
　　　　-接着修復材料のユニバーサル化がもたらすもの–�  
　　　　髙見澤 俊樹 先生（日本大学歯学部保存学教室修復学講座・准教授）
講演②　接着修復の臨床 -直接CRと間接修復-�  
　　　　鷲野 崇 先生（医療法人わしの歯科クリニック・理事長）
日　時　２月５日（日）午後１時～２時40分
形　式　オンライン開催�  
　　　　（ビデオ講演とライブ質疑応答）
参加費　学会の会員・非会員ともに無料
　日本接着歯学会ホームページ、またはQRコードからお申し込みく
ださい（１月23日締切）。

診療報酬改定の
内容がわからない…

患者とのトラブルで困ってる…

マイナ保険証は
どうしたら…新規個別指導の

通知がきた…

ご入会に関するお問い合わせは組織部【☎03-3205-2999】まで

会員数５，９５１名（１月１日現在）

入 会

案 内

こんなお悩みを持った先生方を協会はサポートします！
ぜひご紹介ください！

デンタルブック内で、院内感デンタルブック内で、院内感
染防止対策講習会の予約が可染防止対策講習会の予約が可
能です。QRコードよ能です。QRコードよりり新規登新規登
録してください。録してください。

登録・ 登録・ 
ログイン画面ログイン画面

電子書籍電子書籍
デンタルブックデンタルブック

日本接着歯学会一般社団法人

Japan Soc iety for  Adhes ive Dent is t ry

2022年度学術セミナー

「現在の接着修復を整理する」

入 会
案 内
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